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出口王仁三郎『霊界物語』とキリスト教
─キリスト教土着の一事例として─

川　島　堅　二

はじめに

この論考の目的は，教派神道系の新宗教である大本教が，日本に土着したキリスト教だ

と示すことである。これは，かつて武田清子がキリスト教の土着論の脈絡において，当初

キリスト教徒でありながら棄教して，古神道の熱心な信者となり，その信念に基づいて「皇

国農民」教育に専念した加藤完治を論じたが1，それと志向性としては幾分類似するところ

がある。後述するように大本教の創始者である出口王仁三郎も一時，キリスト教に親しく

接近しながらやがて離れ，教派神道系の新宗教を起こした人物だからである。しかし，加

藤完治の農民教育運動とは異なり，出口王仁三郎が創始した大本教には，その本質的な部

分においてキリスト教の倫理や教義（十戒や使徒信条）が取り入れられている。加藤完治

はキリスト教の背教者だが，出口王仁三郎はそうではない。むしろ彼は古神道を換骨奪胎

し，装いこそ神道の神々の世界だが，その内実はキリスト教という教団を創始したのであ

る。

1.　大本教について

1-1　出口ナオと「お筆先」

先に大本教は出口王仁三郎が創始したと述べたが，正確には大本教には二人の教祖がい

る。出口ナオと王仁三郎である。両者の関係はキリスト教でいえばイエスとパウロの関係

にたとえられる。宗教学的に言えばイエスはキリスト教の創唱者であるが，パウロなしに

は宗教としてのキリスト教の成立はなかった。イエスは書かれたテキストをまったく残さ

 1 武田清子『土着と背教─伝統的エトスとプロテスタント』新教出版社 1967年 p. 271以下

［ 論 文 ］
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なかったが，そのイエスの教えをユダヤ教の律法学者であったパウロが体系的に叙述し，

その過程でユダヤ教の枠を超えていくことで，キリスト教は成立していく。

同じことが出口ナオと王仁三郎の関係においても言える。大工職人の夫との間に三男五

女の子宝に恵まれたナオだったが，夫が事故で半身不随になってからは極貧の生活に落ち，

さらに長女と次女が嫁ぎ先で次々と病に侵されるなどの絶望的な状況の中でナオのいわゆ

る神がかりが起こったと言われる。ナオの口からナオとは全く別の声音で「艮
うしとらのこんじん

之金神」を

名乗る活
いきもの

物が語り始める。そしてその活物とナオとの間で以下のような対話が始まったと

いう2。

活物「わしは艮之金神であるぞよ」

ナオ「そんな事言ふて，アンタは妾
わし

を瞞
だま

しはるのやおまへんかい ?」

活物「わしは神じゃから嘘は吐かぬワイ。わしの言ふ事，毛筋の幅の半分でも間違ふ

たら神はこの世におらんのじゃぞよ」

ナオ「そんな偉い神さまどすかい。狐や狸が瞞してなはるねん御座へんかい」

活物「狐や狸では御座らぬぞ。この神は三千世界を建て替え建て直しする神じゃぞ」

このようなナオは，当初，精神の病に侵されたとみなされ，親類の者によって座敷牢に

入れられてしまう。しかし，やがてその牢の中で，無学で文字など習ったことのないナオ

が釘で壁にカナ文字を刻み始める。それが後に大本教の最初の教典となる「お筆先」の始

まりである3。

このナオの周囲にやがて信者が集まるようになり，「お筆先」は半紙に墨字で記されて

いくが，句読点の一切ないカナ文字であるため，いかようにも解釈が可能なテキストであ

る。やがてナオの娘婿となった王仁三郎はこれに漢字をあて句読点をつけ，意味の明確な

テキストに変換していくことになる4。ナオがカリスマ的な教祖とするなら，王仁三郎は自

らの博識と教養によって，ナオが受けた啓示を解釈し宗教的なメッセージへと翻訳したの

である。ナオと王仁三郎の関係をイエスとパウロの関係にたとえたゆえんはこれである。

 2 安丸良夫『出口なお』朝日選書 329，1987年 p. 83, 84
 3 大本七十年史編纂会『大本七十年史上巻』p. 90
 4 「お筆先」の成立事情の詳細は安丸良夫前掲書 p. 107, 108を参照
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1-2　「お筆先」の内容とその影響

「お筆先」の内容は，記紀神話を土台とした神々の抗争と世直しの使信である。ナオに

啓示した「艮之金神」は古事記の神々の系図では国
くにとこ

常立
たちの

尊
みこと

という名前で出てくる神であ

るとされる。この神は，古事記では系図に名を残すのみだが，大本教が伝える神話によれ

ば，非常に厳格な正しい神であり，悪い神々を粛正しようとして逆に神々の恨みを買い，

艮の方角（京都地方からみて東北の方位）にある舞鶴湾沖の雄
お

島
しま

（現在の 冠
かんむり

島
じま

）に閉じ

込められてしまったとされる。その国常立尊が数千年の時を経て，「われよし，強いもの

勝ち」の明治の日本を立替え立直すために，ナオの身体に再臨したというのである。

したがってナオを通して語られ「お筆先」に記録されたメッセージは過激な世直しと社

会変革を訴える内容である。たとえば次のようなものだ。

　「神が表に現れて，三千世界の立替へ立直しを致すぞよ，用意を成されよ。この世

は全
さっぱり

然，新
さら

つの世に替へて了
しま

ふぞよ。三千世界の大洗濯，大掃除を致して，天下泰平

に世を治めて，万古末代続く神国の世に致すぞよ」（明治 25年旧暦の正月）5

西洋に倣って近代化を進める明治政府も歯に衣着せぬ言葉で批判される。

　「外国の獣の真似を致して，牛馬の肉を喰
くっ

たり，洋服を着て神の前を憚らず彷
うろ つ

徨い

たり，一も金
か ね

銀，二も金
か ね

銀と申して，金
か ね

銀で無けら世が治
おさま

らん，人民は生
いのち

命が保
も

てん

様に取
とり

違
ちがひ

いたしたり，人の国で有ろうが，人の物で有ろうが，隙
すき

間
ま

さへありたら

略
と る

取ことを考えたり，学さへ有たら，世界は自由自在に成る様に思ふて，畜生の国の

学に深はまり致したり，女と見れば何人でも手に懸け，妾
めかけ

や足
あしかけ

懸を沢山に抱えて，開

けた人民の行
や

り方と考えたり」（明治 31年旧 5月 5日）6

このような社会批判も大本教団が地方の弱小集団である限りは，社会的影響力もさした

るものではなく，政府の目に留まることもなかったであろう。しかし，大正時代に入ると

教団は爆発的に教勢を伸ばすことになる。このあたりの事情を『大本七十年史』は次のよ

うに記している。

「大正初年における大本の信者数は千人にみたない綾部の一地方教団にすぎなかった。

 5 村上重良（校注）『大本神諭　天の巻』東洋文庫 347（平凡社）1979年 p. 3
 6 同上書 p. 15
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しかし，第一次世界大戦後の変動期において，大本は異常なまでの成長をとげた。（中略）

綾部の本宮山に神殿を造営し，亀岡城址を購入して大道場を開設し，さらに日刊『大正日

日新聞』を経営するなど，教団の諸施設をととのえながら，その教線を全国的に伸長させ

ていったのである。それはまさに爆発的な成長ぶりであった」7。

時代状況も教団を後押しした。第一次世界大戦を契機に生産工場規模の増大，それに伴

う労働者の急増，物価の高騰などにより社会的格差も広がり，米騒動などが起こった。

1919年（大正 8年）には流行性感冒（インフルエンザ）により 15万人が死亡，社会不安

の増大をさらに招いた。大戦の終結とともに戦後恐慌がおこり，主要商品の価格はいっせ

いに値崩れを示し，生糸や綿糸は暴落，1920 （大正 9） 年だけで銀行の取り付け騒ぎは 169

件，大商店の破産は 285件にものぼったという8。世直しを説く出口ナオのメッセージはリ

アルな現実として人心を捉えたのである。

この時期に大本に入信した人物に浅野和三郎がいる。東京帝大（当時）の英文科卒で横

須賀の海軍機関学校の英語の教授であった彼は，自分の息子の不治の病が祈祷により治癒

したことをきっかけに宗教的世界に目覚め，40代半ばで教授職を辞し，家族で大本に入信，

京都の大本本部に移ることになる。この浅野の影響で少なからぬ軍関係者が大本に入信す

るのもこの時期である。

このような大本教団について，当時の衆議院で安藤正純代議士は「1919（大正 8）年に

二万五千人であった信者が一年間で三〇万人と号するに至った」と述べ「それは政府の取

りしまりよろしきを得ざるためである」と政府の対応を批判している9。

1-3　第一次大本事件

急成長を遂げる大本教団を，京都府警察は 1919（大正 8）年から密かに調査を重ねてき

たが，1921（大正 10）年の 1月，平沼検事総長から最終的な命令が発布されると，不敬

罪ならびに新聞紙法違反の容疑で検挙する方針が立てられ，同年 2月 12日早朝，大本本

部ほか関連施設数か所を武装警官 200名が家宅捜索し，出口王仁三郎他 3人の幹部を検挙

した10。これが第一次大本事件である。

この事件を機に浅野和三郎は大本を離脱。その審理中に大正天皇の崩御があり，1927（昭

和 2）年 5月 17日，王仁三郎，浅野ほか 1名は，「大赦令」で免訴の判決を受け，6年余

 7 前掲『大本七十年史上巻』p. 513
 8 同上書 p. 518
 9 同上書 p. 514
10 同上 p. 566f.
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に及ぶ事件はいちおうの終息をみることになる。しかし，このことは教団の運営にとって

危機的状況を招く。綾部の本部には人足が途絶え，教団は経済的にも困窮する状況に追い

詰められる。この世に対して「立替へ立直し」を迫ってきた教団は，教団自体の「立替へ

立直し」を迫られることになったのである。このときに王仁三郎が決意したのは教典その

ものの一新だった。こうして『霊界物語』の口述が始まる。

2.　出口王仁三郎と『霊界物語』

2-1　王仁三郎のユーモアと人権感覚

出口王仁三郎には一種独特のユーモアと人権に対する感覚があり，それは今日の大本教

にまで受け継がれている。

大本教の月次祭で必ず唱えられる「神
かみごと

言」に，人の世の「罪のリスト」ともいうべき次

のような一節がある。

「国
くに

津
つ

罪
つみ

とは　生
いき

はだだち　死
しに

はだだち　しらひとこくみ　己
おの

がははをかせる罪
つみ

　己
おの

が子
こ

をかせる罪
つみ

　ははと子
こ

とをかせる罪
つみ

　子
こ

とははとをかせる罪
つみ

　畜
けもの

をかせる罪
つみ

」11

この原型は 804（延歴 23）年の『皇太神宮儀式帳』で，そこにはやはり人がこの世で犯

す「罪のリスト」が若干項目の異動はあるもののほぼ同じ内容で次のように記されている。

「國都罪（中略）母犯罪己子犯罪獣犯罪白人古久弥」12

読み下すと「國ツ罪トハ（中略）母犯セル罪，己ガ子ヲ犯セル罪，獣犯セル罪，白
しらひと

人

古
こ く み

久弥」である。ここで「白人」とは色素欠乏症等で肌の白くなった人のこと，「古久弥」

とは「こぶのできること」である13。つまり古代の日本においてはこのような身体の異常

を罪障とみなしていたのである。

ところが大本教では「しらひとこくみ」を，不倫に代表される不適切な性的関係と解釈

11 大本本部編『おほもとのりと』平成 17年 5月 5日第 56刷
12 https://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/h248/image/01/h248s0005.html（京都大学附属図書館所蔵 平
松文庫）

13 高木市之助（監修）『古事記祝詞・日本古典文學大系 1』岩波書店 1958年 424頁参照
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するが，その根拠は『霊界物語』にある次の戒めである14。

「徒
いたづら

に白
しら

日
ひ

床
とこくみ

組なす勿
なか

れ

神
かみ

の御
み

業
わざ

の勤
つと

め忘
わす

れて」

王仁三郎は，「しらひとこくみ」に「白日床組」と当て字をすることで，これを真昼に寝

床を組むこと，すなわち昼下がりの情事と読み替えたのである。およそ学問的な解釈とは

程遠い読み替えである。しかし，身体の異常や障害を罪障に数えることは，古代社会では

普通であっても，現代では許容することのできない人権問題である。これを一流のユーモ

アで，しかも後述するようにキリスト教の倫理観を接木することでクリアしてしまうのが

出口王仁三郎なのである。

2-2　『霊界物語』とキリスト教

このような王仁三郎によって 1921-23（大正 10-12）年，および 1933-34（昭和 8-9）年

に集中的に口述筆記された全 81巻，83冊におよぶ『霊界物語』のあらすじは，今をさか

のぼること 35万年前，神の都エルサレムを拠点とした国常立尊の神政とその終焉，日本

の地への尊の隠退に始まり，終末的諸相を呈する地球世界を救い清めるために，宇宙創造

の主神スサノオが地上に降臨。八頭八尾の大蛇，金毛九尾の悪狐などの悪霊に憑かれた人々

を救う活動が世界各地で展開されるという壮大なファンタジーである。

出口ナオの「お筆先」の中心的なメッセージであった現実社会に対する批判は『霊界物

語』では影を潜める。「大赦令」により釈放されたとはいえ，教団の発行物は当局による

厳しい検閲下にあった。現実離れしたファンタジーを枠組みにすることは当局の追及を巧

みに逃れる方便であったといえるだろう。

それでは『霊界物語』の宗教的世界観はどのようなものであろうか。出口ナオの「お筆

先」のそれが『古事記』に代表される日本の記紀神話であることは先述したが，そこにキ

リスト教の救済史観（使徒信条）と倫理（モーセの十戒）が接木される。以下は両者の比

較対照表である。

14 出口王仁三郎『霊界物語』「山河草木（丑の巻）」第 23章 478.
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『霊界物語』「山河草木（丑の巻）」第 23章 使徒信条

あゝ吾
われ

は天
てん

地
ち

の造
つく

り主
ぬし

，全
ぜん

智
ち

全
ぜんのう

能の誠
まこと

の御
み

祖
お

神
や

大
おほくにとこたち

国常立之
の

大
おほかみ

神を信
しん

ず。
その聖

きよ

き美
うる

はしき大
おほ

御
み

霊
たま

より現
あら

はれ給
たま

ふ厳
いづ

の御
み

霊
たま

，瑞
みづ

の御
み

霊
たま

の二
ふた

柱
はしら

，聖
せいれい

霊に導
みちび

かれて
綾
あや

の高
たかあまはら

天原に降
くだ

らせ給
たま

ひ，現
うつしよ

世のあらゆる
苦
くるしみ

患を受
う

け，厳
いづ

の御
み

霊
たま

は奥
おく

津
つ

城
き

に隠
かく

れ給
たま

ひ，
稚
わかひめぎみ

姫君の御
み

霊
たま

と共
とも

に天
あま

津
つ

国
くに

に上
のぼ

りまし，地
ち

の上
うへ

の総
すべ

てを憐
あはれ

み恵
めぐ

ませ給
たま

ひ，又
また

瑞
みづ

の御
み

霊
たま

は千
ち

座
くら

の置
おき

戸
ど

を負
お

ひて黄
よ み

泉に下
くだ

り，
百
もも

二
は つ か

十日あまり六
むゆ

日
か

の間
あひだ

虐
しひた

げられ15，再
ふたた

び
甦
よみがへ

りて綾
あや

の高
たかあまはら

天原に上
のぼ

り，無
む

限
げん

絶
ぜつたい

対無
む し

始
無
む

終
しう

の皇
すめおほ

大御
み

神
かみ

の大
おほ

御
み

恵
めぐみ

を伝
つた

へ，又
また

生
い

ける
人
ひと

と死
まか

れる人
ひと

の霊
みたま

を清
きよ

めむが為
た

めに，神
かみ

の
御
み

使
つかひ

として勤
いそし

み給
たま

ふ瑞
みづ

の御
み

霊
たま

の神
かむ

柱
ばしら

を信
しん

ず。
又
また

吾
われ

は大
おほかみ

神の聖
せいれい

霊に充
み

たされたる精
せいれい

霊の
変
いづの み た ま

性男子変
みづの み た ま

性女子の肉
にく

の宮
みや

に下
くだ

り，教
をしへ

の場
には

と信
まめひと

徒の為
ため

に限
かぎ

りなき歓
よろこび

喜と栄
さかえ

光と生
いのち

命を
与
あた

へ給
たま

ふ事
こと

を固
かた

く信
しん

ず。
惟
かむながら

神霊
たま

幸
ち

倍
はへ

坐
ま せ

世。

我は天地の造り主，全能の父なる神を信ず。

我はその独り子，我らの主，イエス・キリストを信ず。
主は聖霊によりてやどり，おとめマリヤより生まれ，
ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け，十字架につけら
れ，
死にて葬られ，陰府にくだり，三日目に死人の内よりよみ
がえり，
天にのぼり，全能の父なる神の右に座したまえり。
かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわ
ん。

我は聖霊を信ず，聖なる公同の教会，聖徒の交わり，罪の
ゆるし，
からだのよみがえり，とこしえの命を信ず。

アーメン
15

『霊界物語』「山河草木（丑の巻）」第 23章 『出エジプト記』20章（聖書協会共同訳）

一
天
あま

津
つ

神
かみ

大
おほ

国
くに

常
とこたち

立之
の

大
おほかみ

神の
外
ほか

に誠
まこと

の神
かみ

ありと思
おも

はじ。

一
あなたには，わたしをおいてほかに神々があってはならな
い。

二
目
め

に見
み

えぬ神
かみ

を誠
まこと

の神
かみ

として
敬
うやま

ひまつれ諸
もろもろ

々の民
たみ

。

二
あなたは自分のために彫像を造ってはならない。上は天に
あるもの，下は地にあるもの，また地の下の水にあるもの
の，いかなる形も造ってはならない。
それにひれ伏し，それに仕えてはならない。（以下省略） 

三
徒
いたづら

に神
かみ

の御
み な

名をば称
たた

へまじ
穢
けが

れ果
は

てたる言
ことたま

霊をもて。

三
あなたは，あなたの神，主の名をみだりに唱えてはならな
い。主はその名をみだりに唱える者を罰せずにはおかない。 

15 「126日間」は出口王仁三郎が第 1次大本事件で拘留された期間である。
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8̶ ̶

四
清
きよ

き日
ひ

は総
すべ

ての業
わざ

を休
やす

らひて
神
かみ

を斎
いつ

きて歌
うた

へ舞
ま

へかし。

四
安息日を覚えて，これを聖別しなさい。六日間は働いて，
あなたのすべての仕事をしなさい。七日目はあなたの神，
主の安息日であるから，どのような仕事もしてはならない。
（以下省略） 

五
地
ち

の上
うへ

の汝
なれ

の生
いの ち

命の永
なが

かれと
父
ちち

と母
はは

との神
かみ

を敬
うやま

へ。

五
あなたの父母を敬え。そうすればあなたは，あなたの神，
主が与えられる土地に長く生きることができる。 

六
よしもなき事

こと

に生
いきもの

物殺
ころ

すなよ
皆
みな

天
あめつち

地の身
み

霊
たま

なりせば。

六
殺してはならない。 

七
徒
いたづら

に白
しら

日
ひ

床
とこくみ

組なす勿
なか

れ
神
かみ

の御
み

業
わざ

の勤
つと

め忘
わす

れて。

七
姦淫してはならない。 

八
目
め

を偸
ぬす

み宝
たから

を盗
ぬす

み日
ひ

を窃
ぬす

む
人
ひと

こそ神
かみ

の罪
つみびと

人と知
し

れ。

八
盗んではならない。 

九
詐
いつは

りの証
あかし

を立
た

ててわが罪
つみ

を
隣
となり

の人
ひと

に夢
ゆめ

なきせまじ。

九
隣人について偽りの証言をしてはならない。 

一〇
仁
じんあい

愛の心
こころ

忘
わす

れて世
よ

の人
ひと

の
総
すべ

ての業
わざ

の妨
さまた

げなすな。

一〇
隣人の家を欲してはならない。隣人の妻，男女の奴隷，牛
とろばなど，隣人のものを一切欲してはならない。

以上の対照表から明らかなように，王仁三郎は大本事件における受難をキリストの受難

に重ね，自らを救世主と位置付ける。倫理観もモーセの十戒をほぼ踏襲していることは明

らかである。このような救済史観や倫理観は出口ナオの「お筆先」にも断片的な形では示

されていたが，いまやキリスト教のそれを接木することでより体系的な姿で描き出す。こ

の他にも，『創世記』の「アダムとエバの物語」に類似した「天足彦（あだるひこ）と胞

場姫（えばひめ）の物語」16や，出口ナオをバプテスマのヨハネに，王仁三郎をキリスト

に類比させる物語など17，キリスト教の枠組みが随所に取り入れられている18。

16 出口王仁三郎『霊界物語』第 1巻「発端」
17 同上第 24章「神世開基（ヨハネ）と神息統合（キリスト）」
18 出口王仁三郎がどのようにしてキリスト教を受容するに至ったかの詳細は以下を参照のこと。川
島堅二「一神教と多神教のあいだ─大本教の可能性について」『理想』No. 688, 2012年所収

8
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大本教の第一教典である「お筆先」と同じく第二教典『霊界物語』も登場する神々の名

前は記紀神話を踏襲しているので，表面的には連続性を保っているが，キリスト教の救済

史観と倫理観が接木されることにより，実質は一新されたと言ってよい。

こうして教団は第一次大本事件の痛手を乗り越え急速に復興する。その教線は中国大陸

も伺うほどになる。1925（大正 14）年 5月には，王仁三郎の提唱により，北京において

世界宗教連合会の発会式が行われるが，そこにはキリスト教，イスラム，道院，道教，ラ

マ教，仏陀教，救世新教，普天教が参加している19。この発展は，1935（昭和 10）年の第

二次大本事件20で当局により教団が解散されるまで続くことになる。

3.　大本教はキリスト教か ?

3-1　近代のキリスト教系新宗教と大本教

このような大本教はいかなる意味でキリスト教であると言えるのか。

19世紀以降，世界の各地にキリスト教をベースにした新宗教が誕生する。代表的なも

のとして，アメリカではジョセフ・スミス・ジュニアによる末日聖徒イエス・キリスト教

会（モルモン教），チャールズ・テイズ・ラッセルによるものみの塔聖書冊子協会（エホ

バの証人），朝鮮では文鮮明による世界基督教統一神霊協会（現在は世界平和統一家庭連

合），鄭明析による摂理（現在はキリスト教福音宣教会）などがあげられる。

これらキリスト教系の新宗教には共通点がある。それは聖書をベースとしつつ，教団独

自の教典を編纂していることである。末日聖徒イエス・キリスト教会は『モルモン書』，

ものみの塔聖書冊子協会は『新世界訳聖書』，世界基督教統一神霊協会は『原理講論』，摂

理は「30講論」などである21。さらに，史的イエスを最終的な救済主とは認めずに，イエ

スの教えや行いを完成する新しい啓示（末日聖徒イエス・キリスト教会，ものみの塔聖書

冊子協会）を説いたり，教団の創始者自らを再臨のキリストと主張したりする（世界基督

教統一神霊協会，摂理）点も共通している。伝統的なキリスト教が，聖書のみを信仰と生

活との唯一の正典（基準）とし，その聖書によって示されているイエス・キリストのみを

19 『平和と一致』（宗）大本，1978年（非売品）p. 82
20 1935年 12月 8日未明より，当時の内務省方針「邪教大本を地上から抹殺する」と 1925年制定の
治安維持法を根拠に，幹部・信者 3,000名が検束，取り調べを受ける。教団施設はすべて解体され，
墓地まで掘り起こされた。詳細は『大本七十年史下巻』p. 313以下参照

21 「30講論」以外は，市販されているか，各教団を通して容易に入手可能である。摂理の「30講論」
は，日本人脱会者のノートに基づいて再構成された要旨を以下のウエッブサイトで入手できる。
http://religion.sakura.ne.jp/religion/（川島堅二「宗教 &カルト情報」）

9



10̶ ̶

救世主とするのと対照的である。これらの新宗教が，伝統的キリスト教からは「異端」と

されるゆえんでもある。

大本教は日本の記紀神話をベースにしている点で，これら近代のキリスト教系新宗教と

は異なるが，少なくとも出口王仁三郎の自己理解と『霊界物語』の宗教的世界観の構造は

非常によく似ている。既述したように王仁三郎はキリスト教の使徒信条に基づいて，自ら

を受難の救世主に位置付けている。大正 14年に出版された王仁三郎の歌集『道の栞』には，

このようなメシア意識が如実に謳われている22。

「釈迦基督孔子等は世の救
すくい

人
びと

なり。救
すくい

主
ぬし

には非
あら

ざるなり。国家のために功績を立てし

人々もまたこれ世の救人なり」

「瑞
みず

の霊
みたま

の救い主（王仁三郎のこと），ふたたび世に下りて，救いの道を開きたまえり」

「天津罪，国津罪，許
こ こ た く

々多久の罪の贖い主は，素
すさのおのみこと

戔嗚尊の瑞の霊なり」

「故
ゆえ

に人々の一代かかりても贖い尽くし得ざるところの余れる罪は，この神の御名に

よりて贖われ許さるべし」

3-2　「異端」の再定義と大本教

19世紀以降現れたキリスト教系の新宗教とともに，大本教をキリスト教に接合するこ

とのできる神学思想があるとすれば，それは近代神学の祖フリードリヒ・シュライアマハー

の宗教論である23。そこにおいて「異端」という概念の再定義がなされた。彼は言う「固

有の成立宗教は全体との関係において一つの異端である。なぜなら最高度に恣意的なもの

が，その成立原因なのだから」と24。ここには，キリスト教も含めすべての宗教は新旧を

問わず，「異端」として等価値なものとする考え方が示されている。このような思想によ

れば，神の啓示は聖書で完結することはあり得ない。そもそも聖書を含む宗教の聖典なる

ものはただの「霊廟」に過ぎない。「かつてはそこに偉大な精神があったとしても，いま

はもうそこにはなく，それは単なる記念碑に過ぎない」。したがって「聖典を信じる人が

宗教を持っているのではなく，聖典など必要とせず，自分でそれを作れる人が宗教を持っ

ているのだ」といわれる25。

22 出口王仁三郎『道の栞』復刻第 2版，平成 15年（みいづ舎）p. 127
23 シュライアマハー宗教論の現代的意義については拙稿「近現代の「福音」」佐藤司郎・吉田新編『福
音とは何か─聖書の福音から福音主義へ』教文館 2018年 p. 232-253参照

24 Schleiermacher, F. “Uber die Religion” Berlin. Bei Johann Friedrich Unger. 1799. S. 260f.
25 同上書 S.121f.
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以上のような意味において，聖書に満足せず，自らに示された固有の啓示（シュライア

マハーの言葉では「宇宙の直観」）にしたがって，新たな教典を編んだのがジョセフ・ス

ミス・ジュニアでありチャールズ・テイズ・ラッセルであり文鮮明，鄭明析である。その

系譜に出口王仁三郎も位置付けることができるだろう。

4　おわりに

武田清子は「日本におけるキリスト教の受容には，どのような形態が見られるであろう

か」と問い，次の五つの型が見られるように思うと述べている。すなわち，第 1に「埋没

型（妥協の埋没），第 2に「孤立型（非妥協の孤立）」，第 3に「対決型」，第 4に「接木型

あるいは，土着型（対決を底にひそめつつ融合的に定着）」，第 5に「背教型（キリスト教

を捨て，あるいは，教会に背き，いわゆる背教者になること，あるいは，そのことによっ

て逆説的にキリスト教の生命の定着を求める）」。

そして，とくに第 4の型について「それは一粒の麦のたとえにように，また，『地の塩』

のたとえ，あるいはパン種のたとえのように，その種まかれた土壌の中に深く身を没し，

自らを失うように見えながら，その土壌の本質をゆすぶり，新しい価値をもって対決する

ことを通して，その土壌のふところから新しい生命が芽生え，その生命を原動力とした新

しい文化，新しい思想，新しい生活が育ってゆくことを意味すると思う」という26。

はたして前項で名を挙げたキリスト教系の新宗教及び大本教は，この武田によるキリス

ト教受容の第 4類型「接木型」「土着型」に分類することができるだろうか。いずれも今

日の日本で相当数の信者を擁する教団になっているが，はたしてそこから「新しい文化，

新しい思想，新しい生活が育って」いるだろうか27。分類の成否はこの点の評価にかかっ

ているといえるだろう。たとえばものみの塔聖書冊子協会の信者による良心的兵役拒否の

実践などはそのようなものとして真っ先に評価すべき事柄であろう28。しかし，ここでは

とくに大本教にフォーカスして考えてみたい。

ドイツの社会学者ウルリッヒ・ベックは，暴力的志向を持つ一神教的な「あれか，これ

か」を，「あれも，これも」という混交主義的な寛容によって相対化し，掘り崩し，切っ

26 武田清子前掲書 p. 4-5.
27 これらキリスト教系の新宗教において霊感商法や児童虐待，教祖による性犯罪など深刻な人権侵
害を指摘されてきたことは忘れてはならない。

28 稲垣真美『兵役を拒否した日本人─灯台社の戦時下抵抗』岩波新書 1972年に詳しい。
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先を丸めていくことはできないだろうかと問うている29。前世紀末のオウム真理教事件，

そして今世紀初年の 9・11米国同時多発テロを経験した私たちにとって宗教原理主義の暴

力とその根底にある排他性を克服することは緊急の課題である。大本教の歴史と実践はこ

の課題解決への提案であるように思われる。

大本教の草創期，出口王仁三郎が北京において世界宗教連合会の発足を提唱したことは

既述したが，こうした実践を支えているのは王仁三郎の「万教同根」の思想である。また

王仁三郎は「芸術は宗教の母」とも主張し，書画や陶器制作，お能などの伝統芸能を，宗

教的教義を超えるより普遍的活動と位置付けて実践した。大本の布教とは教団の拡大が第

一義的なことではない。同じ教団組織に属さなくても，宗教の所属が異なっていても，よ

り普遍的な次元（芸術）において和合することができる。なぜならすべての宗教の根は同

一だからという考えである。

こうした思想は今日に至るまで大本教団におけるさまざまな独創的な活動に結実してい

る。とりわけ注目に値するのがキリスト教やイスラム教との交流である30。1977年 2月に

は聖公会の司祭を綾部の大本本部に招いて合同礼拝を実施。さらに 1982年 5月には大本

教団の幹部がニューヨークの聖ヨハネ教会（聖公会）を訪ね，そこで合同礼拝を実施する。

ここで重要な点は大本教とキリスト教という異なる宗教の合同
0 0

礼拝だということだ。異な

る宗教間での対話は，これまでにいくつも前例がある。しかし，異なる宗教の聖職者が同

時に一つの
0 0 0

聖壇に立ち，合同で
0 0 0

礼拝するという試みは前代未聞の出来事である。

そして極めつけは 1991年シリアのイスラム最高指導者（グランドムフティ）クフタロ

ウ氏の招きにより，大本教団幹部 3人がイスラムの聖地メッカ巡礼を果たしたことだ。ク

フタロウ氏は「大本は日本のイスラム」と述べ，大本の信者がイスラムに改宗することな

くメッカ巡礼へと招いたのだった。

このような実践を可能とする大本教の神学についてはすでに別に書いているのでここで

述べることはしないが31，まさにこれはベックのいう「あれか，これか」ではなく「あれも，

これも」の混交主義であり，日本に土着した「キリスト教」としての大本教が示す「新し

い文化，新しい思想，新しい生活」であることは間違いのないと思われる。それは他宗教

がもはや改宗の対象ではあり得ないし，あるべきでもないポストコロニアリズムにおける

宗教の布教，伝道，宣教に豊かなビジョンを提供するものなのである。

29 ウルリッヒ・ベック（鈴木直訳）『〈私〉だけの神　平和と暴力のはざまにある宗教』岩波書店
2011年 p. 95

30 大本本部編 “Bankyo Dokon Seventy Years of Inter-Religious Activity at Oomoto”, 1977参照
31 前掲拙稿（2012年）参照
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古
屋
神
学
の
魅
力 

│
│ 

そ
の
独
自
な
「
バ
ラ
ン
ス
感
覚
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
？
（
2
）

̶ ̶36

﹇ 

研
究
ノ
ー
ト 

﹈

「
古
屋
神
学
の
魅
力 

│
│ 

そ
の
独
自
な
「
バ
ラ
ン
ス
感
覚
」
は
ど
の
よ
う
に
し

て
形
成
さ
れ
た
の
か
？
」（
2
）

佐
々
木　

勝
彦

三　

古
屋
神
学
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
人
々
と
思
想

第
一
章
に
お
い
て
、
古
屋
氏
の
諸
著
作
の
「
目
次
」
の
内
容
を
確
認
し
、

さ
ら
に
第
二
章
に
お
い
て
、「
ま
え
が
き
」
や
「
あ
と
が
き
」
等
の
な
か
か
ら
、

氏
の
思
い
が
比
較
的
率
直
に
表
現
さ
れ
て
い
る
部
分
を
引
用
し
た
あ
と
で
、

本
章
で
は
、
氏
の
神
学
の
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
幾
人
か
の
人
々
と
そ
の

思
想
を
取
り
上
げ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
る
の
は
、
彼
ら
に
つ
い
て

の
歴
史
学
的
客
観
的
記
述
で
は
な
く
、
古
屋
氏
自
身
の
目
に
映
っ
た
彼
ら
の

姿
で
あ
り
、古
屋
氏
自
身
の
言
う
「
主
観
的
」
人
物
像
お
よ
び
思
想
で
あ
る
。

な
お
、
各
項
目
の
最
初
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
当
該
の
人
物
と
思
想

を
紹
介
す
る
際
に
参
考
と
し
た
氏
の
著
作
名
で
あ
る
。

（
1
）　

父
・
古
屋
孫
次
郎 

（
1
8
8
0
〜
1
9
5
8
）、
母
・
古
屋 

（
坂
部
） 

静
子 （
1
8
9
1
〜
1
9
7
7
）

①
『
私
の
歩
ん
だ
キ
リ
ス
ト
教 

│
│ 

一
神
学
者
の
回
想
』（
2
0
1
3
）、

②
『
キ
リ
ス
ト
教
と
日
本
人
│
│
「
異
質
な
も
の
」
と
の
出
会
い
』

（
2
0
0
5
）、
③
『
キ
リ
ス
ト
教
国
ア
メ
リ
カ
』（
1
9
6
7
）

父
・
古
屋
孫
次
郎

彼
は
山
梨
県
の
貧
し
い
農
家
に
生
ま
れ
、
小
学
校
に
し
か
行
け
な
か
っ
た

が
、
一
九
歳
の
と
き
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
経
て
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
に
住
ん
だ
。
そ
こ
で
、
か
つ
て
四
国
で
宣
教
師
と
し
て
働
い
て
い

た
女
性
が
、
日
本
人
の
た
め
に
開
い
て
い
た
夜
間
学
校
に
通
い
、
聖
書
と
キ

リ
ス
ト
者
た
ち
に
出
会
っ
た
。
そ
し
て
渡
米
か
ら
三
年
後
の
一
九
〇
二
年
、

第
一
会
衆
教
会
で
洗
礼
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
生
活
は
、
東
洋
の
骨
董
品
を

扱
う
大
和
商
会
の
成
功
に
よ
り
安
定
し
て
い
た
が
、
一
九
〇
五
年
に
シ
カ
ゴ
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神
学
校
に
入
学
し
、
三
年
後
に
卒
業
し
て
い
る
。
神
学
校
に
献
身
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
・
モ
ー
ガ
ン
の
伝
道
集
会
で
あ
っ
た
。

卒
業
後
、
按
手
礼
を
受
け
て
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
日
本
人
組
合
教
会
に
招
聘

さ
れ
、
そ
こ
で
約
十
年
間
牧
会
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
受
洗
者
は
二
五
〇
名
、

転
入
会
者
は
二
〇
〇
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
パ
サ
デ
ィ
ナ
の
教
会
の
牧
師

に
な
っ
た
後
、
組
合
教
会
の
小
崎
弘
道
と
渡
瀬
常
吉
の
紹
介
で
上
海
の
組
合

教
会
に
招
聘
さ
れ
た
。
最
初
は
数
年
間
だ
け
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、結
局
、

二
五
年
以
上
も
中
日
教
会
を
牧
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
間
、
彼
は

Y
M
C
A
の
理
事
を
し
な
が
ら
、
中
日
ア
パ
ー
ト
の
経
営
、
戦
時
中
は
難
民

の
救
済
、
陸
軍
の
宣
撫
班
員
、
ホ
テ
ル
の
支
配
人
、
孤
児
院
で
あ
る
昆
山
小

児
園
の
経
営
と
、「
神
の
国
」
の
た
め
と
思
わ
れ
る
仕
事
を
次
か
ら
次
へ
と

引
き
受
け
た
。

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
一
体
ど
こ
か
ら
湧
い
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
の
受

け
た
神
学
教
育
、
つ
ま
り
社
会
的
福
音
の
教
え
の
影
響
な
の
だ
ろ
う
か
。
ひ

と
り
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
彼
の
強
い
意
志
と

活
動
的
性
格
の
現
れ
な
の
だ
ろ
う
か
。

彼
の
牧
会
す
る
中
日
組
合
教
会
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
界
の
、
当
時
の
日
本

を
代
表
す
る
有
名
人
が
常
に
顔
を
だ
し
て
い
た
。
賀
川
豊
彦
も
中
国
伝
道
の

際
に
立
ち
寄
っ
て
お
り
、
上
海
事
変
で
家
族
が
日
本
に
避
難
し
た
際
に
は
、

賀
川
の
も
と
に
身
を
寄
せ
、世
話
に
な
っ
て
い
る
。
長
男
安
雄
の
記
憶
で
は
、

そ
の
と
き
松
沢
幼
稚
園
に
入
り
、
次
女
の
梅
子
と
同
級
生
に
な
っ
て
い
る
。

安
雄
は
上
海
に
お
い
て
、
賀
川
の
ほ
か
に
、
小
崎
道
雄
、
海
老
沢
亮
、
河
井

道
ら
に
会
っ
て
お
り
、
東
京
に
行
っ
て
か
ら
、
自
由
学
園
に
入
学
す
る
際
の

保
証
人
と
な
っ
た
の
は
小
崎
で
あ
り
、
ま
た
帰
国
後
に
招
聘
さ
れ
た
I
C
U

の
理
事
と
し
て
彼
を
支
え
て
く
れ
た
の
も
小
崎
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
安
雄
の
父
・
孫
次
郎
は
普
通
の
人
に
は
考
え
ら
れ
な
い

ほ
ど
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
活
動
を
し
て
お
り
、
そ
の
行
動
範
囲
は
か
な
り
広

く
、
国
際
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
安
雄
は
『
私
の
歩
ん
だ
キ
リ
ス
ト
教 

│
│ 

一
神
学
者
の
回
想
』（
以
下
、『
回
想
』
と
略
記
） 

の
「
ア
ジ
ア
の
諸
会
議
」

お
よ
び
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
会
議
」
の
項
目
に
お
い
て
、
自
ら
の
活
動
と
行

動
範
囲
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
父
に
し
て
こ
の
子
あ
り
と

い
う
印
象
を
受
け
る
の
は
筆
者
だ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
こ
の
活

動
的
な
父
・
孫
次
郎
は
、
敗
戦
後
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
戦
争
責
任
に
つ
い
て
は
、
何
も
言
及
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
残
念

な
が
ら
、
長
男
の
自
伝
に
は
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
記
述
は
出
て
こ
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
自
伝
に
は
、「
な
ぜ
親
米
の
キ
リ
ス
ト
者
が
ア
メ
リ
カ
を

敵
に
回
し
て
あ
の
戦
争
に
協
力
し
た
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
ま
さ
に
父
を
見
て
い

て
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
種
的
偏

見
か
ら
き
た
差
別
の
経
験
で
あ
る
。
こ
と
に
排
日
法
が
通
過
し
た
一
九
二
四

年
前
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
…
… 

父
の
著
書
に
、
前
世
紀
の
最
後

の
年
に
渡
米
し
た
と
き
の
一
つ
の
体
験
が
記
さ
れ
て
い
る
。
…
… 

」（
五
九
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頁
）。
古
屋
氏
の
父
も
ま
た
、「
キ
リ
ス
ト
教
国
ア
メ
リ
カ
」
の
善
さ
を
知
り

な
が
ら
も
、
人
種
差
別
と
い
う
ア
メ
リ
カ
社
会
の
矛
盾
を
体
験
し
て
い
た
。

そ
し
て
排
日
法
が
通
過
し
た
と
き
、日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
は
そ
れ
に
反
対
し
、

あ
の
新
渡
戸
稲
造
で
さ
え
、
も
う
ア
メ
リ
カ
の
地
を
踏
ま
な
い
と
言
っ
た
ほ

ど
で
あ
っ
た
。

母
・
古
屋
静

彼
女
は
滋
賀
県
草
津
に
生
ま
れ
、
神
戸
一
中
の
生
徒
で
あ
っ
た
弟
が
臨
終

の
と
き
「
主
の
祈
り
」
を
捧
げ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
日
本
基
督
教
会
の

二
宮
教
会
に
お
い
て
受
洗
し
た
。
そ
の
と
き
彼
女
は
二
一
歳
で
あ
り
、
姉
と

共
に
日
本
女
子
大
学
校
に
通
っ
て
い
た
が
、
そ
の
在
学
中
に
、
伝
道
者
と
な

る
た
め
に
神
戸
女
子
神
学
校
に
入
学
し
た
。
卒
業
後
は
、
出
身
教
会
の
二
宮

教
会
、
さ
ら
に
の
ち
の
灘
教
会
に
お
い
て
伝
道
師
と
し
て
働
い
た
。
こ
の
灘

教
会
の
牧
師
で
あ
っ
た
の
が
黒
田
四
郎
で
あ
り
、
彼
は
、
木
村
清
松
、
渡
辺

常
ら
と
共
に
、
彼
女
を
古
屋
孫
次
郎
の
妻
と
し
て
推
薦
し
た
。
二
人
が
上
海

で
結
婚
式
を
あ
げ
た
の
は
一
九
二
〇
年
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
ら
の
間
に
は
、

三
男
三
女
の
子
供
が
与
え
ら
れ
た
。

彼
女
は
、
他
人
を
見
れ
ば
伝
道
す
る
ひ
と
で
、
三
人
の
男
の
子
は
牧
師
に
、

そ
し
て
三
人
の
女
の
子
は
牧
師
夫
人
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
。
①
の
記

述
に
よ
る
と
、「
母
は
聖
書
を
愛
読
し
て
い
た
人
で
、
ま
る
で
マ
ル
タ
の
姉

妹
の
マ
リ
ア
の
よ
う
な
女
性
で
あ
っ
た
。
伊
東
で
夕
方
暗
く
な
っ
て
も
聖
書

を
読
ん
で
い
る
の
で
、
父
が
「
さ
あ
夕
食
で
も
作
ろ
う
か
」
と
言
い
出
す
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
父
は
、
母
が
キ
リ
ス
ト
者
の
足
り
な
い
こ
と
や
罪
の
こ
と
ば

か
り
言
う
と
批
評
し
て
い
た
が
、
夫
婦
喧
嘩
を
し
た
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が

な
い
。
ま
た
、
体
罰
を
受
け
た
こ
と
も
な
い
。
キ
リ
ス
ト
者
の
模
範
的
家
庭

そ
の
も
の
だ
っ
た
。
母
は
一
一
歳
上
の
父
を
心
か
ら
尊
敬
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
」（
二
九
頁
）。

父
が
組
合
教
会
の
牧
師
で
、
母
が
長
老
派
の
伝
統
で
育
っ
た
女
性
で
あ
る

こ
と
、
こ
れ
を
長
男
の
安
雄
氏
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
、
そ
し
て
理
解
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
母
が
、
ル
カ
福
音
書
一
〇
章
の
記
事
の
マ
リ
ア
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
父
は
、
マ
ル
タ
役
の
男
性
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
人
の
生
き
方
は
、「
神
の
国
の
た
め
に
働
く
」
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、

対
立
す
る
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
「
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
」
の
問
題
で
、
興
味
深
い
の
は
、
古
屋
氏
が
自

由
学
園
で
聞
い
た
説
教
に
関
す
る
ひ
と
つ
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

自
由
学
園
で
聞
い
た
説
教
は
、
教
会
で
の
説
教
よ
り
も
分
か
り
や
す
く
、
生

活
に
即
し
て
い
た
、
と
述
べ
た
後
に
続
く
言
葉
で
あ
る
。「
し
か
し
、
今
か

ら
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
当
時
の
私
に
も
必
要
な
聖
書
の
ほ
か
の
側
面
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ル
カ
に
よ
る
福
音

書
一
〇
章
に
記
さ
れ
て
い
る
、
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
の
物
語
に
つ
い
て
の
話
を

聞
い
た
覚
え
は
な
い
。
こ
の
箇
所
は
、
男
子
部
を
卒
業
し
て
か
ら
神
学
校
に

行
っ
て
か
ら
の
私
が
、
自
由
学
園
と
教
会
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
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た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
自
由
学
園
は
マ
ル
タ
、
教
会
は
マ
リ
ア
で
は
な
い
か

と
、
し
ば
し
ば
思
わ
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
」（『
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
』

一
四
三
頁
）。

古
屋
氏
の
進
学
を
め
ぐ
っ
て
「
教
育
マ
マ
」
と
評
さ
れ
て
い
る
母
親
に
つ

い
て
の
記
述
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。「
母
は
「
マ
ル
タ
型
」
で

は
な
く
、「
マ
リ
ア
型
」
で
あ
っ
た
の
で
、『
婦
人
之
友
』
を
よ
く
読
ん
で
い

た
。
し
か
し
、
羽
仁
吉
一
・
も
と
子
両
先
生
が
富
士
見
町
教
会
の
植
村
正
久

亡
き
後
の
後
任
人
事
事
件
の
後
、
教
会
に
行
か
な
く
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、

批
判
的
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
の
進
学
先
と
し
て
自
由
学
園
男

子
部
は
考
え
の
中
に
な
か
っ
た
」（
①
の
四
二
頁
） 
。
こ
の
引
用
文
を
読
む

か
ぎ
り
、
母
・
静
子
は
マ
リ
ア
型
だ
か
ら
『
婦
人
之
友
』
を
読
ん
で
い
た
こ

と
に
な
り
、
こ
の
雑
誌
は
マ
リ
ア
型
の
信
仰
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
は
、
羽
仁
も
と
子
に
対
す
る
根
本
的
批
判
は
込
め
ら
れ
て
い
な
く
、

母
が
問
題
に
し
た
の
は
、
羽
仁
夫
妻
が
教
会
に
出
席
し
な
く
な
っ
た
こ
と
だ

け
で
あ
る
。
こ
れ
が
、当
時
の
一
般
的
な
受
け
止
め
方
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
し
も
教
会
に
出
席
し
な
い
と
い
う
理
由
の
な
か
に
、
そ
の
き
っ
か
け
は
牧

師
の
後
任
人
事
を
巡
る
騒
動
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
当
時
の
教
会

に
は
「
信
仰
即
生
活
」
の
原
理
が
生
き
て
い
な
く
、
信
仰
共
同
体
と
呼
ぶ
に

値
し
な
い
と
い
う
根
本
的
疑
念
が
含
ま
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
し
て
母
・

静
子
が
そ
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
た
と
す
れ
ば
、
長
男
安
雄
の
進
学
先
は

変
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
最
初
は
否
定
的
で
あ
っ

た
自
由
学
園
へ
の
進
学
を
、
母
は
自
ら
勧
め
て
い
る
。

（
2
）　

羽
仁
も
と
子 （
1
8
7
3
〜
1
9
5
7
）、
羽
仁
吉
一 （
1
8
8
0
〜

1
9
5
5
）、
河
井
道
子 （
1
8
7
7
〜
1
9
5
3
）

①
『
私
の
歩
ん
だ
キ
リ
ス
ト
教 

│
│ 

一
神
学
者
の
回
想
』（
2
0
1
3
）、

②
『
キ
リ
ス
ト
教
と
日
本
人 

│
│
「
異
質
な
も
の
」
と
の
出
会
い
』

（
2
0
0
5
）、
③
『
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
』（
2
0
0
3
）、
④
『
現
代
キ

リ
ス
ト
教
と
将
来
』（
1
9
8
4
）

④
「
I 

キ
リ
ス
ト
者
評
論
」「
5 

羽
仁
も
と
子
と
河
井
道
子
」
は
、
古

屋
氏
の
育
っ
た
教
育
環
境
つ
ま
り
自
由
学
園
の
教
育
方
針
と
そ
の
実
際
を
知

る
う
え
で
極
め
て
貴
重
な
論
考
で
あ
る
。あ
る
事
柄
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、

他
の
事
柄
と
の
比
較
を
導
入
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
展
開
は
見

事
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
古
屋
氏
の
独
自
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
論
考
は
、「
1 

外
観
的
な
違
い
」「
2 

類
似
点
」「
3 

相

違
点 （
内
面
的
）」「
4 

相
違
点 （
本
質
的
）」の
四
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

各
節
の
要
点
を
紹
介
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
1 
外
観
的
な
違
い
」 

羽
仁
も
と
子 

│
│ 

東
京
府
立
第
一
女
学
校
卒
、
明
治
女
学
校
中
退
。
一

度
結
婚
し
て
離
婚
、
羽
仁
吉
一
と
再
婚
。
二
人
の
子
女
を
養
育
。「
ミ
セ
ス

羽
仁
」
と
呼
ば
れ
、
背
の
低
い
小
柄
な
日
本
的
婦
人
。
海
外
渡
航
の
経
験
は
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神
学
の
魅
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そ
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な
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ン
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て
形
成
さ
れ
た
の
か
？
（
2
）
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わ
ず
か
。
東
北
弁
で
話
す
が
、
人
を
引
き
つ
け
る
力
が
あ
る
、
た
だ
し
雄
弁

家
で
は
な
い
。
わ
が
国
最
初
の
婦
人
の
新
聞
記
者
、『
婦
人
之
友
』
の
主
筆
、

す
ぐ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
著
作
家
。
全
国
的
な
婦
人
組
織
「
友

の
会
」
の
創
立
者
。

河
井
道
子 
│
│ 

北
星
女
学
校
卒
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
リ
ン
マ
ー
女
子
大
学

卒
。
生
涯
独
身
。「
河
井
先
生
」と
呼
ば
れ
、背
の
高
い
洋
装
の
似
合
う
女
性
。

し
ば
し
ば
外
国
に
旅
行
し
、
多
く
の
国
際
会
議
に
出
席
。
雄
弁
家
で
英
語
で

の
ス
ピ
ー
チ
は
天
下
一
品
。
著
作
は
二
冊
の
み
。
Y
W
C
A
の
最
初
の
総
幹

事
を
勤
め
た
が
、
自
分
で
全
国
的
な
組
織
を
作
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

「
2 

類
似
点
」

二
人
と
も
半
生
を
過
ぎ
て
か
ら
学
校
を
創
設
し
、
羽
仁
は
四
八
歳
か
ら

八
三
歳
ま
で
学
園
長
を
つ
と
め
、
河
井
は
五
二
歳
か
ら
七
六
歳
ま
で
や
は
り

学
園
長
を
つ
と
め
、
生
涯
を
終
え
た
。
共
に
、
聖
書
か
ら
学
校
名
を
選
び
、

毎
日
礼
拝
を
行
い
、
聖
書
を
教
え
、
神
と
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
を
中
心
と
し

た
人
格
教
育
を
目
指
し
た
。
二
人
と
も
富
士
見
町
教
会
員
で
あ
り
、
植
村
正

久
が
共
通
の
牧
師
で
あ
っ
た
。

「
3 

相
違
点 （
内
面
的
）」

（
1
） 

男
女
平
等
観
に
つ
い
て 

│
│ 

羽
仁
に
は
、
男
尊
女
卑
の
現
状
を
一

部
受
け
入
れ
る
発
言
が
あ
っ
た
が
、
河
井
は
文
字
通
り
の
男
女
平
等
を
要
求

し
た
。（
2
） 

学
校
の
性
格
に
つ
い
て 

│
│ 

自
由
学
園
は
、
他
の
学
校
と
の

交
流
を
ほ
と
ん
ど
も
た
な
い
「
閉
ざ
さ
れ
た
社
会
」
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。毎
日
国
旗
の
掲
揚
を
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
と
比
べ
る
と
恵
泉
女
学
園
は
「
開
か
れ
た
世
界
」
で
、
軍
国
主
義
に
対

し
て
終
始
批
判
的
で
あ
り
、
決
し
て
時
流
に
迎
合
し
な
か
っ
た
。

「
4 

相
違
点 （
本
質
的
）」

学
校
の
性
格
や
本
質
に
か
か
わ
る
相
違
は
、
両
者
の
教
会
観
な
い
し
教
会

に
対
す
る
態
度
か
ら
生
じ
て
い
る
。（
1
） 

羽
仁
の
態
度
は
反
教
会
的
。
た

だ
し
、
自
由
学
園
の
創
設
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
植
村
正
久
と
、
彼
が
紹
介

し
た
、
羽
仁
よ
り
一
二
歳
も
若
い
高
倉
徳
太
郎
と
の
関
係
は
、
両
者
が
亡
く

な
る
ま
で
保
た
れ
た
。
古
屋
氏
の
記
憶
に
よ
る
と
、「
毎
朝
の
礼
拝
は
ま
こ

と
に
い
き
い
き
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
賛
美
歌
を
う
た
い
、聖
書
を
読
み （
形

式
主
義
を
き
ら
っ
た
羽
仁
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
イ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
特
別
礼

拝
で
の
感
動
的
な
祈
り
以
外
は
、
普
通
は
祈
り
を
し
な
か
っ
た
）、
そ
し
て

話
を
し
た
が 

、
そ
れ
は
み
な
生
徒
た
ち
の
実
生
活
と
結
び
つ
い
た
き
わ
め

て
具
体
的
な
話
で
あ
っ
て
、
よ
く
わ
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
…
… 

し
た
が
っ

て
羽
仁
は
、け
っ
し
て
生
徒
た
ち
に
教
会
に
行
く
こ
と
を
す
す
め
な
か
っ
た
。

教
会
に
行
く
こ
と
は
非
自
由
学
園
的
な
行
為
で
あ
っ
た
。
私
な
ど
も
は
じ
め

何
か
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
後
ろ
め
た
い
気
持
ち
で
教
会
に

行
っ
て
い
た
が
、
つ
い
に
は
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
自
由
学
園

で
は
日
曜
日
は
聖
日
で
は
な
か
っ
た
。
…
… 

教
会
は
無
視
さ
れ
て
い
た
、

眼
中
に
な
か
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
羽
仁
自

身
は
終
始
、
教
会
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」（
四
九
頁
以
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下
）。
自
由
学
園
の
課
題
は
、
羽
仁
の
死
後
、
教
会
と
の
緊
張
関
係
も
な
く

な
り
、
つ
い
に
は
無
関
係
と
な
っ
て
行
く
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
人
格

教
育
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。（
2
） 

羽
仁

は
一
七
歳
の
と
き
、
東
京
府
立
第
一
高
女
在
学
中
に
、
築
地
明
石
町
教
会
で

小
方
仙
之
助
か
ら
受
洗
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
植
村
正
久
の
説
教
も

聞
い
て
い
た
。
し
か
し
い
つ
富
士
見
町
教
会
の
会
員
に
な
っ
た
の
か
は
不
明

で
あ
る
。
自
由
学
園
創
設
の
前
後
に
は
、
彼
女
は
植
村
と
親
し
い
師
弟
関
係

に
な
っ
て
い
た
。
創
立
前
の
数
年
間
、
植
村
は
、
毎
週
一
度
、
羽
仁
宅
で
家

族
と
婦
人
之
友
の
社
の
社
員
の
た
め
に
集
会
を
、
ま
た
し
ば
ら
く
は
日
曜
日

の
早
朝
に
礼
拝
も
行
っ
て
い
た
。（
3
） 

河
井
は
、北
星
女
学
院
に
在
学
中
に
、

十
二
歳
で
井
深
梶
之
介
か
ら
受
洗
し
た
。
そ
れ
以
来
、
河
井
は
生
涯
、
教
会

に
連
な
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
忠
実
な
教
会
員
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
留

学
か
ら
帰
国
す
る
と
、直
ち
に
日
本
基
督
教
会
の
富
士
見
町
教
会
に
所
属
し
、

忠
実
な
教
会
員
と
し
て
聖
日
礼
拝
を
厳
守
し
、
や
が
て
長
老
に
選
出
さ
れ
て

い
る
。
植
村
は
河
井
に
教
会
で
の
講
演
だ
け
で
な
く
説
教
も
担
当
さ
せ
、
彼

女
は
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
教
会
の
た
め
に
も
奉
仕
し
た
。
た
し
か
に
恵
泉
女

学
園
は
、
組
織
的
に
は
い
か
な
る
教
会
と
も
関
係
が
な
か
っ
た
が
、
そ
の
信

仰
の
面
お
よ
び
人
間
関
係
の
面
で
教
会
と
深
い
つ
な
が
り
を
維
持
し
た
。
学

生
た
ち
に
は
教
会
に
行
く
こ
と
を
す
す
め
、
受
洗
者
が
出
る
と
、
彼
ら
を
祝

福
し
た
。
し
た
が
っ
て
恵
泉
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
河
井
自
身
の
場
合
と
同
様

に
、
教
会
の
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
り
、
彼
女
の
死
後
も
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な

教
会
か
ら
そ
の
後
継
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
上
の
よ
う
な
対
比
か
ら
、
古
屋
氏
は
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
学
校
の
キ
リ
ス
ト
教
精
神
が
保
持
さ
れ
る
か
ど
う

か
は
、
そ
の
学
校
と
教
会
の
関
係
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
、
と
。
そ

し
て
氏
は
こ
の
論
考
を
、こ
う
結
ん
で
い
る
。「
最
後
に
あ
え
て
言
う
な
ら
ば
、

羽
仁
は
、
教
会
が
キ
リ
ス
ト
の
体
で
あ
る
、
と
い
う
秘
義
を
信
じ
る
に
は
あ

ま
り
に
常
識
に
富
ん
で
お
り
、
と
し
若
い
牧
師
た
ち
の
説
教
を
、
他
の
信
徒

た
ち
と
と
も
に
謙
虚
に
聞
き
、
そ
し
て
学
ぶ
に
は
、
あ
ま
り
に
聡
明
す
ぎ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
羽
仁
に
と
っ
て
自
由
学
園
が
「
教
会
」
の
つ
も
り
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
ょ
せ
ん
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
教
会
か
ら
生
ま

れ
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
逆
に
教
会
を
生
み
だ
さ
な
い
し
、
ま
し
て
教
会

に
と
っ
て
代
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
」（
五
五
頁
）。

こ
の
結
論
は
た
し
か
に
歴
史
的
事
実
を
踏
ま
え
て
お
り
、
な
か
な
か
説
得

力
が
あ
る
。し
か
し
大
学
紛
争
お
よ
び
教
団
紛
争
を
経
験
し
た
人
び
と
に
は
、

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
問
い
も
湧
い
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の

教
会
が
政
治
的
に
混
乱
し
、
分
裂
し
か
か
っ
て
い
る
と
き
は
、
学
校
は
何
を

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
。

③ 

「
羽
仁
も
と
子
と
キ
リ
ス
ト
教 

│
│ 

巌
本
善
治
・
植
村
正
久
・
高
倉

徳
太
郎
・
羽
仁
も
と
子
」
は
、
二
〇
〇
二
年
二
月
、
自
由
学
園
明
日
館
公
開

講
座
に
お
い
て
五
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
講
義
で
あ
り
、
前
項
で
紹
介
し
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さ
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た
論
考
か
ら
す
で
に
二
十
年
以
上
の
時
が
過
ぎ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
そ
の

最
後
に
、
古
屋
氏
が
前
項
で
危
惧
し
た
問
題
の
解
決
の
た
め
の
、
具
体
的
解

決
策
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
羽
仁
も
と
子
が
亡
く
な
っ
た
後
の
自

由
学
園
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
講
義
の
内
容
は
、
そ
の
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
、
四
人
の
人
物
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
の
う
ち
に

見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
各
節
の
表
題
を
箇
条
書
き
に
す
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。
1 

巌
本
善
治 

│
│ 

反
面
教
師
、
お
よ
び
明
治
女
学
校
と
『
女

学
雑
誌
』、
2 

植
村
正
久 
│
│ 

信
仰
の
師
、
正
統
的
福
音
主
義
，
3 

高
倉

徳
太
郎 

│
│ 

議
論
の
相
手
、
福
音
的
キ
リ
ス
ト
教
、
4 

羽
仁
も
と
子 

│
│ 

「
思
想
し
つ
つ
、
生
活
し
つ
つ
、
祈
り
つ
つ
」、
5 

そ
の
後
の
自
由
学
園
と

キ
リ
ス
ト
教
。

巌
本
善
治 

（
1
8
6
3
〜
1
9
4
3
） 

は
、
木
村
熊
二
・
鐙
夫
妻
に
よ
っ

て
一
八
八
五
年
に
設
立
さ
れ
た
明
治
女
学
校
の
校
長
と
な
っ
た
人
物
で
あ

る
。
こ
の
学
校
は
、
植
村
正
久
が
牧
師
を
し
て
い
た
下
谷
一
致
教
会
が
支
援

し
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
あ
り
、
当
時
の
進
歩
的
な
女
性
に
大
き
な
魅

力
と
感
化
を
与
え
た
が
、
財
政
的
な
理
由
で
一
九
〇
九
年
に
廃
校
に
な
っ
て

い
る
。
古
屋
氏
に
よ
る
と
、「
若
い
と
き
に
巌
本
に
出
会
い
、
彼
と
そ
の
『
女

学
雑
誌
』
と
明
治
女
学
校
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
こ
と
を
感
謝
し
つ
つ
も
、
キ

リ
ス
ト
教
か
ら
離
れ
た
巌
本
善
治
を
、
も
と
子
は
終
始
、
反
面
教
師
と
し
て

見
て
い
た
」（
一
二
一
頁
）。
た
だ
し
、
も
と
子
が
明
治
女
学
校
に
在
籍
し
た

の
は
、
わ
ず
か
一
年
数
カ
月
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
3
節
に
お
い
て
は
、
師
で

あ
っ
た
植
村
正
久
の
死
後
、
も
と
子
が
教
会
に
行
か
な
く
な
っ
た
決
定
的
な

理
由
は
、
そ
の
後
任
牧
師
を
め
ぐ
る
富
士
見
町
教
会
の
分
裂
騒
動
に
あ
っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
も
と
子
の
教
会
籍
は
、
最
後
ま
で
富
士

見
町
教
会
に
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
古
屋
氏
は
こ
う
推
測
し
て

い
る
。
つ
ま
り
「
も
と
子
の
教
会
観
は
日
本
の
教
会
の
内
向
性
と
未
熟
性
と

無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
教
会
内
の
分
裂
や
紛
争
に
、
も
と
子

が
嫌
気
を
さ
し
て
、
自
由
学
園
を
自
分
の
「
教
会
」
と
見
な
し
て
、
そ
こ
に

全
力
を
集
中
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。教
会
は
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

こ
の
社
会
の
た
め
に
も
っ
と
働
く
べ
き
な
の
に
、
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

既
に
自
分
は
『
婦
人
之
友
』
と
い
う
雑
誌
を
と
お
し
て
、
自
由
学
園
と
い
う

学
校
を
と
お
し
て
、
さ
ら
に
友
の
会
と
い
う
全
国
組
織
を
と
お
し
て
、
実
際

に
日
本
社
会
の
た
め
に
働
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
高

倉
は
も
と
子
が
自
由
学
園
に
招
い
た
最
後
の
牧
師
と
な
っ
た
」（
一
三
九
頁

以
下
。）。
4
節
に
は
、
羽
仁
も
と
子
の
信
仰
内
容
に
関
す
る
興
味
深
い
指
摘

が
み
ら
れ
る
。
古
屋
氏
は
、
彼
女
の
信
仰
理
解
は
、
キ
リ
ス
ト
を
贖
罪
者
と

信
ず
る
贖
罪
信
仰
と
い
う
よ
り
も
、
人
生
の
師
と
み
る
自
由
主
義
的
な
も
の

で
あ
っ
た
と
の
通
説
に
対
し
、明
確
に
「
否
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
自
由
学
園
で
は
、
罪
に
打
ち
勝
つ
強
い
信
仰
の
面
が
強
調
さ
れ
、
罪

の
赦
し
は
説
か
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
学
園
的
」
で
な
い
も
の
を

排
除
す
る
と
い
う
律
法
主
義
的
な
体
質
と
な
っ
て
い
っ
た
。
古
屋
氏
の
記
憶

に
よ
る
と
、
ル
カ
一
〇
章
に
あ
る
「
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
の
物
語
」
に
つ
い
て
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の
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、
こ
れ
ら
の
偏
り
は
、
学
校
を
即
教
会
と
み
な

し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
5
節
は
そ
の

表
題
の
通
り
「
そ
の
後
の
自
由
学
園
と
キ
リ
ス
ト
教
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い

る
。
羽
仁
も
と
子
自
身
は
、
教
会
と
の
関
係
を
完
全
に
断
ち
切
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
三
女
の
恵
子
が
後
を
引
き
継
ぐ
と
、
そ
の
関
係
は
ま
す
ま
す
疎

遠
に
な
っ
て
い
っ
た
。
彼
女
は
教
会
で
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
自
由

学
園
を
教
会
と
み
な
す
信
仰
を
も
と
子
か
ら
引
き
継
ぎ
、
そ
れ
を
守
る
こ
と

に
全
力
を
注
い
だ
。
彼
女
は
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
八
四
年
ま
で
二
七
年
間

学
園
長
の
職
に
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
あ
と
、
彼
女
を
補
佐
し
、
一
九
九
〇

年
に
学
園
長
に
な
っ
た
羽
仁
翹
は
、
大
森
教
会
に
行
き
、
そ
こ
で
洗
礼
を
受

け
、
こ
の
と
き
か
ら
自
由
学
園
と
教
会
の
関
係
は
回
復
し
始
め
た
。
そ
し
て

一
九
九
〇
年
以
降
、
古
屋
氏
も
各
種
の
行
事
に
説
教
者
と
し
て
招
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

前
項
の
講
義
に
続
い
て
、
つ
ま
り
二
〇
〇
三
年
に
行
わ
れ
た
講
義
が

② 

「
羽
仁
吉
一 

│
│ 

か
げ
の
ひ
と
の
ね
う
ち
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
吉
一

の
七
五
年
の
生
涯
を
四
期
に
分
け
て
、
各
時
期
の
特
徴
を
紹
介
し
て
い
る
。

第
一
期
は
誕
生
か
ら
松
岡
も
と
子
と
の
結
婚
ま
で
の
二
〇
年
間
、
第
二
期
は

新
聞
主
筆
か
ら
受
洗
ま
で
の
二
〇
年
間
、
第
三
期
は
学
園
創
立
か
ら
敗
戦
ま

で
の
約
二
五
年
間
、
そ
し
て
第
四
期
は
敗
戦
か
ら
逝
去
ま
で
の
一
〇
年
間
を

扱
っ
て
い
る
。

第
一
期
に
お
い
て
、
ま
ず
興
味
深
い
の
は
、
吉
一
の
母
イ
ヨ
が
結
婚
後
キ

リ
ス
ト
教
に
入
信
し
、
父
も
母
に
誘
わ
れ
て
受
洗
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
具
体
的
経
緯
は
は
っ
き
り
せ
ず
、
長
男
吉
一
へ
の
感
化
の
程

度
に
つ
い
て
も
、そ
れ
を
示
す
資
料
は
ま
だ
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。
吉
一
は
、

私
立
中
学
に
進
学
す
る
が
、
三
年
目
に
退
学
し
、
そ
の
後
上
京
し
て
矢
野
文

雄
の
書
生
と
な
っ
て
い
る
。
古
屋
氏
は
、
吉
一
が
書
生
と
し
て
約
五
年
間
仕

え
る
間
に
矢
野
か
ら
受
け
た
影
響
と
し
て
次
の
四
つ
を
上
げ
て
い
る
。
そ
の

第
一
は
、
生
活
即
教
育
と
み
な
す
教
育
観
で
あ
り
、
こ
れ
は
の
ち
に
自
由
学

園
の
教
育
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
。
第
二
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
基

本
を
学
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
矢
野
は
二
六
歳
で
郵
便
報
知
新
聞
の
副
主
筆
と

な
っ
て
お
り
、
の
ち
に
大
阪
毎
日
新
聞
の
副
社
長
と
な
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
あ
る
。
古
屋
氏
は
「
あ
る
と
き
礼
拝
の
と
き
に
吉
一
が
、
自
由
学
園
は

宣
伝
が
う
ま
い
と
批
判
的
に
世
間
で
言
わ
れ
て
い
る
が
、
福
音
伝
道
は
本
来

宣
伝
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
は
言
葉
の
真
の
意
味
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
宗
教
だ
、と
言
わ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
」（
一
三
六
頁
）。
第
三
は
、

ド
イ
ツ
と
異
な
る
イ
ギ
リ
ス
の
こ
と
を
聞
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
矢
野
は

大
隈
重
信
に
近
い
政
治
家
で
あ
り
、
自
ら
二
年
間
ロ
ン
ド
ン
で
暮
ら
し
、
主

と
し
て
イ
ギ
リ
ス
法
制
や
議
会
政
治
を
学
ん
だ
。
第
四
は
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン

の
信
仰
を
知
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
矢
野
は
わ
が
国
に
初
め
て
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン

を
紹
介
し
た
人
物
で
あ
り
、
目
白
に
自
由
学
園
を
建
て
た
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
も
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
で
あ
っ
た
。
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第
二
期
に
お
い
て
、
羽
仁
も
と
子
と
吉
一
夫
妻
を
襲
っ
た
悲
劇
は
、
次
女

涼
子
が
一
年
七
カ
月
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
悲
劇
を
通
し
て
、

も
と
子
の
信
仰
は
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
吉
一
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は

変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。
し
か
し
古
屋
氏
は
必
ず
し
も

そ
う
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
も
と
子
は
富
士
見
町
教
会
へ
、

吉
一
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
へ
別
々
に
通
っ
て
い
た
が
、
植
村
を
毎
日
曜
日

目
白
に
迎
え
て
二
人
で
一
緒
に
福
音
を
聞
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
間
に
吉
一

も
信
仰
を
深
め
て
い
っ
た
、
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

第
三
期
に
お
け
る
、
自
由
学
園
の
創
立
の
申
請
書
は
吉
一
の
名
義
で
提
出

さ
れ
て
お
り
、
事
務
的
な
こ
と
、
特
に
渉
外
的
な
こ
と
は
す
べ
て
吉
一
が
引

き
受
け
て
い
た
。「
も
と
子
の
天
才
的
な
理
想
を
、
現
実
化
す
る
の
が
吉
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
今
の
言
葉
で
言
え
ば
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
を
つ
く
る
の

は
も
と
子
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ヤ
ー
を
つ
く
る
の
が
吉
一
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ

ろ
う
」（
一
四
九
頁
）。

第
三
期
後
半
つ
ま
り
戦
時
中
の
こ
と
で
、
古
屋
氏
の
記
憶
に
強
く
残
っ
て

い
る
の
は
羽
仁
五
郎
の
西
洋
史
の
授
業
で
あ
る
。
五
郎
は
一
九
二
五
年
長
女

説
子
と
結
婚
し
た
養
子
婿
で
あ
り
、
一
九
三
三
年
九
月
に
治
安
維
持
法
違
反

容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
一
二
月
に
出
獄
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
の
歴
史
家
で
あ
っ

た
。
し
か
し
彼
が
教
室
で
教
え
た
の
は
マ
ル
ク
ス
史
観
で
は
な
く
、
当
時
の

世
界
の
常
識
的
な
歴
史
で
あ
り
、
外
務
省
の
極
秘
文
書
を
使
い
な
が
ら
満
州

事
変
や
盧
溝
橋
事
件
は
す
べ
て
関
東
軍
や
日
本
軍
が
始
め
た
戦
争
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
新
聞
の
記
事
は
そ
の
裏
側
を
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
で

あ
っ
た
。
羽
仁
五
郎
は
一
九
四
四
年
九
月
に
上
海
に
行
く
が
、
翌
年
の
三
月

北
京
で
逮
捕
さ
れ
て
東
京
に
護
送
さ
れ
、
敗
戦
後
の
九
月
下
旬
ま
で
入
獄
し

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
彼
は
最
後
ま
で
信
念
を
貫
い
た
人
物
で
あ
る
が
、
自

由
学
園
の
存
続
に
全
責
任
を
負
う
羽
仁
夫
妻
に
と
っ
て
頭
痛
の
種
で
あ
り
、

夫
妻
は
外
部
か
ら
の
圧
力
に
妥
協
せ
ざ
る
を
え
な
く
、
靖
国
神
社
参
拝
や
明

治
神
宮
参
拝
に
も
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
。
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
戦
時
中

の
や
む
を
え
な
い
妥
協
を
、
戦
後
、
自
覚
的
に
懺
悔
し
、
新
た
な
出
発
を
は

か
っ
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。

第
四
期
つ
ま
り
戦
後
、
古
屋
氏
に
よ
る
と
、
自
由
学
園
は
変
わ
ら
ぬ
も
の

を
追
求
し
て
き
た
と
の
論
理
を
貫
く
あ
ま
り
、
戦
争
責
任
を
明
確
に
す
る
機

会
を
失
い
、
戦
後
は
、
む
し
ろ
不
自
由
で
反
動
的
な
教
育
を
す
る
か
の
よ
う

な
印
象
を
与
え
て
し
ま
っ
た
。
例
え
ば
、
敗
戦
の
翌
年
、
一
月
一
〇
日
か
ら

一
〇
日
間
、
皇
居
内
の
焼
け
跡
整
理
の
た
め
に
勤
労
奉
仕
を
行
っ
た
。
自
由

学
園
は
、
戦
前
も
戦
後
も
一
貫
し
た
不
変
の
教
育
を
内
外
に
示
す
よ
い
機
会

と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
自
体
は
、
困
っ
て
い
る
隣
人
を
助
け
る

と
い
う
意
味
で
正
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
一
般
社
会
は
そ
の
よ
う
に
受
け
止

め
な
か
っ
た
。そ
れ
は
む
し
ろ
、明
治
生
ま
れ
の
羽
仁
夫
妻
が
も
と
も
と
持
っ

て
い
た
皇
室
へ
の
尊
敬
の
念
が
表
れ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
羽
仁
進 

（
羽
仁
五
郎
の
長
男
、
古
屋
氏
の
二
年
後
輩
） 

が
言
う
よ
う
に
、「
自
由
学
園

の
問
題
は
、
戦
時
中
の
自
分
達
が
し
て
き
た
事
を
正
確
に
見
直
し
て
、
も
し



一
〇

̶ ̶27

そ
こ
に
過
ち
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
正
し
て
新
た
な
出
発
を
す
る
、
と
い
う
事
が

望
ま
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
実
行
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
」（
一
七
二

頁
）。
な
お
古
屋
氏
は
、
羽
仁
吉
一
が
戦
時
中
に
と
っ
た
行
為
に
つ
い
て
、

そ
れ
は
「
防
衛
的
偽
装
」（
一
七
七
頁
） 

で
あ
り
、「
信
仰
的
か
つ
理
想
主
義

的
な
も
と
子
を
妻
と
し
、
反
戦
的
か
つ
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
五
郎
を
女
婿
に

も
つ
吉
一
の
苦
渋
の
策
で
あ
っ
た
ろ
う
」（
同
） 

と
記
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
こ
の
論
考
か
ら
多
く
の
事
実
を
教
え
ら
れ
た
が
、
本
稿
の
「
古

屋
神
学
の
魅
力 

│
│ 

そ
の
独
自
な
「
バ
ラ
ン
ス
感
覚
」
は
ど
の
よ
う
に
し

て
形
成
さ
れ
た
の
か
」と
い
う
テ
ー
マ
と
の
関
連
で
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、

羽
仁
五
郎
の
授
業
の
及
ぼ
し
た
影
響
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。古
屋
氏
は「
私

が
い
わ
ゆ
る「
軍
国
少
年
」に
は
な
り
き
れ
な
か
っ
た
所
以
で
あ
る
」（
一
六
二

頁
） 

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、日
本
が
負
け
る
こ
と
を
す
で
に
知
的
に
知
っ

て
い
た
こ
と
を
意
味
し
、
敗
戦
の
シ
ョ
ッ
ク
は
一
般
の
日
本
人
ほ
ど
大
き
く

な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
筆
者
の
勝
手
な
想

定
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
を
客
観
的
に
裏
づ
け
る
資
料
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
幾
人
か
、
戦
争
体
験
を
有
す
る
神
学
者
の
記
憶
に
興
味

を
も
ち
、
そ
の
内
容
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
言
語
を
絶
す

る
経
験
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
今
回
も
、
そ
の
よ
う
な
も
の
に

出
会
う
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
読
み
進
ん
だ
。
し
か
し
こ
の
願
い
に
直
接
答
え

て
く
れ
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
最
後
ま
で
引
っ
か
か
っ
て

い
た
の
は
、
古
屋
孫
次
郎
と
羽
仁
吉
一
の
誕
生
年
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
偶

然
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
古
屋
氏
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。

（
3
）　

バ
ル
ト

①
『
私
の
歩
ん
だ
キ
リ
ス
ト
教 

│
│ 

一
神
学
者
の
回
想
』（
2
0
1
3
）、

②
『
キ
リ
ス
ト
教
新
時
代
へ
の
き
ざ
し
』（
2
0
1
3
）、
③
『
神
の
国
と

キ
リ
ス
ト
教
』（
2
0
0
7
）、
④
『
日
本
の
将
来
と
キ
リ
ス
ト
教
』

（
2
0
0
1
）、
⑤
『
大
学
の
神
学
』（
1
9
9
3
）、
⑥
『
宗
教
の
神
学
』

（
1
9
8
5
）、
⑦
『
キ
リ
ス
ト
教
の
現
代
的
展
開
』（
1
9
6
9
）

①
の
第
1
部
「
神
学
者
と
し
て
の
歩
み
」
第
4
節
「
神
学
校
へ
」
の
、
第

1
項
「
神
学
校
へ
の
仮
入
学
」
の
記
述
に
よ
る
と
、古
屋
氏
は
「
信
仰
告
白
」

を
す
る
と
い
う
条
件
付
き
で
入
学
を
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
日
で
は

ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
入
学
条
件
を
知
ら
ず
に
受
験
し
た

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
古
屋
氏
は
だ
れ
に
も
相
談
せ
ず
に
受
験
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
、
何
の
目
的
で
受
験
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
、「
私
は
教
会
に
つ
い
て
ま
だ
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、

キ
リ
ス
ト
教
は
研
究
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
神
学
校
に
入
学
す
る
た

め
に
伊
東
教
会
で
妹
と
と
も
に
信
仰
告
白
を
し
た
」（
七
五
頁
） 

と
述
べ
て

い
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
、
そ
の
研
究
の
目
的
そ
れ
自
体
も
や
は
り
不
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明
な
ま
ま
で
あ
る
。

そ
し
て
入
学
後
、
た
ま
た
ま
英
書
講
読
の
担
当
者
で
あ
っ
た
山
本
和
牧
師

の
教
会
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。「
教
会
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
私
に
、
自

分
の
教
会
に
一
年
来
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
言
わ
れ
」た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
古
屋
氏
は
、
結
局
神
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
、
五
年
間
そ
の
教
会
に

通
い
、バ
ル
ト
神
学
に
ふ
れ
た
。
こ
の
山
本
牧
師
に
つ
い
て
、氏
は
こ
う
語
っ

て
い
る
。「
こ
の
山
本
牧
師
は
大
変
な
バ
ル
テ
ィ
ア
ン
で
、
説
教
に
バ
ル
ト

が
出
て
こ
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
日
本
人
で
彼
ほ
ど
バ
ル
ト
の

著
作
、
特
に
主
著
の
『
教
会
教
義
学
』
を
精
読
し
た
人
は
訳
者
以
外
に
い
な

い
で
あ
ろ
う
。
…
… 

バ
ル
ト
の
教
会
論
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
教
会
あ
っ

て
の
無
教
会
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
れ
以
後
、
無
教
会
に
関
心

を
持
ち
続
け
て
は
い
る
が
、
迷
っ
た
こ
と
は
な
い
」（
七
五
頁
以
下
）。

こ
の
記
述
は
、
古
屋
神
学
の
形
成
過
程
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
証
言
で
あ

る
。
古
屋
神
学
の
基
盤
が
バ
ル
ト
神
学
に
根
差
し
て
い
る
こ
と
は
、
入
学
し

た
神
学
校
の
教
授
陣
か
ら
お
お
よ
そ
察
し
が
つ
く
が
、
神
学
生
の
具
体
的
な

教
会
生
活
の
様
子
と
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
何
も
わ
か
ら
な
い
の
が
普
通
だ
か

ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
ク
ラ
ス
担
任
が
ま
だ
若
い
北
森
嘉
蔵
助
教
授
で
あ
っ
た

と
の
記
憶
も
、
興
味
深
い
。
氏
の
回
想
録
も
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
北
森
嘉

蔵
助
教
授
は
バ
ル
ト
神
学
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
何
事

に
つ
い
て
も
、
わ
か
ら
な
い
と
き
に
は
ご
く
自
然
に
質
問
す
る
こ
と
を
身
に

着
け
て
い
た
古
屋
氏
は
、
教
会
で
学
ん
だ
バ
ル
ト
神
学
に
つ
い
て
、
こ
の
若

い
助
教
授
に
い
っ
た
い
何
を
質
問
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

回
想
録
に
は
、
寮
生
活
を
通
し
て
、
ま
た
佐
藤
繁
彦
著
『
ル
タ
ー
の
ロ
マ

書
』
を
通
し
て
「
私
は
初
め
て
「
罪
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
」（
七
九
頁
） 

と
い
う
記
述
も
み
ら
れ
、
し
か
も
古
屋
氏
は
こ
の
書
物
を
「
私
が
読
ん
だ
最

初
の
神
学
書
」
と
呼
び
、「
こ
れ
を
契
機
に
私
は
神
学
に
関
心
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
、
氏
は
自
由
学
園
の
性
善
説
と

生
活
の
合
理
化
の
思
想
の
限
界
を
実
感
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
こ
こ
に
改
革
派
と
ル
タ
ー
派
の
双
方
の
伝
統
が
顔
を
だ
し
て
お
り
、
こ

の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
に
驚
く
の
は
筆
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
?

①
の
第
一
部
「
神
学
者
と
し
て
の
歩
み
」
第
五
節
「
留
学
時
代
」
の
記
述

に
も
、
バ
ル
ト
神
学
に
関
す
る
興
味
深
い
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ

は
、古
屋
氏
が
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
神
学
校
」
か
ら
、「
ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
」

で
は
な
く
「
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
校
」
に
進
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
と
、

そ
こ
で
の
入
学
試
験
の
話
し
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
倫
理
的
、
哲
学
的
、
神
学
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
書
け
」
と

い
う
問
題
に
対
し
、
氏
は
、「「
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
は
な
い
」
と
断
言
し
た
」

（
八
五
頁
） 

結
果
、
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
の
講
義
を
受
講
す
る
と
い
う
条
件
付

き
で
入
学
を
許
可
さ
れ
た
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
答
え
た
理
由
に
つ
い

て
、
当
時
の
私
は
「
バ
ル
テ
ィ
ア
ン
」
で
あ
っ
た
、
と
明
言
し
て
い
る
。
こ

れ
も
氏
の
思
い
を
知
る
う
え
で
重
要
な
記
憶
で
あ
る
。
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そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
そ
れ
は
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
に
留
学
中
に
、「
バ

ル
ト
の
英
語
に
よ
る
コ
ロ
キ
ウ
ム 

（
ゼ
ミ
）」
に
出
席
す
る
機
会
を
得
、
バ

ル
ト
自
身
に
会
い
、「
私
自
身
が
バ
ル
ト
を
相
対
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
」（
九
九
頁
） 

と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の

よ
う
な
体
験
で
あ
っ
た
。「
バ
ル
ト
自
身
に
よ
る
コ
ロ
キ
ウ
ム
に
出
て
よ
か
っ

た
の
は
、
彼
が
自
由
な
人
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
る
ド

イ
ツ
の
学
生
が
、
バ
ル
ト
が
今
話
し
た
こ
と
と
二
五
年
前
に
書
い
た
こ
と
は

異
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
た
と
き
、「
私
に
成
長
す
る
自
由
は
な

い
の
か
」
と
反
論
し
て
、
自
分
が
い
わ
ゆ
る
バ
ル
テ
ィ
ア
ン
で
な
い
こ
と
を

感
謝
す
る
と
い
っ
た
。
バ
ル
ト
を
絶
対
化
す
る
バ
ル
テ
ィ
ア
ン
と
、
バ
ル
ト

を
相
対
化
す
る
バ
ル
ト
自
身
の
違
い
を
知
っ
た
。
私
自
身
が
バ
ル
ト
を
相
対

化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
で
あ
る
。
バ
ル
ト
か
ら
自
由
に

な
り
始
め
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
次
に
抱
い
た
問
題
意
識
は
、
日
本

で
受
容
し
て
い
る
バ
ル
ト
解
釈
が
、
は
た
し
て
バ
ル
ト
を
正
し
く
理
解
し
た

も
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
九
八
頁
以
下
）。

こ
の
最
後
の
問
題
意
識
は
、
古
屋
氏
の
様
々
な
著
書
に
お
い
て
具
体
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
最
初
に
バ
ル
ト
神
学
の
手
ほ
ど
き
を
し
て
く
れ
た

あ
の
山
本
和
牧
師
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
驚
く
べ
き
記
述
が
残
さ
れ
て

い
る
。「
彼
が
一
躍
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後

す
ぐ
に
『
政
治
と
宗
教
』
で
教
会
闘
争
に
つ
い
て
書
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

教
会
闘
争
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
知
識

に
つ
い
て
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
と
気
が
つ
い
た
の
は
帰
国
し
て
か
ら
で

あ
っ
た
。
そ
の
山
本
が
、
あ
の
「
日
本
基
督
教
団
よ
り
大
東
亜
共
栄
圏
に
在

る
基
督
教
徒
に
送
る
書
簡
」（
一
九
四
四
年
） 

の
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
召
集
の
日
に
高
梁
川
を
上
流
に
向

か
っ
て
歩
い
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
悩
ん
で
い
た
た
め
に
、
精
神
病
に
な
っ

た
こ
と
は
聞
い
て
い
た
が
、
そ
こ
ま
で
戦
争
に
協
力
し
た
こ
と
は
知
ら
な

か
っ
た
。
エ
ゴ
ン
・
ヘ
ッ
セ
ル
と
い
う
バ
ル
ト
の
弟
子
で
あ
っ
た
宣
教
師
と

松
山
時
代
に
親
し
か
っ
た
こ
と
は
聞
い
て
い
た
か
ら
、
彼
を
通
し
て
バ
ル
ト

の
教
会
闘
争
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
教
会
闘
争
を
知
っ
て
い
た

の
に
、
ど
う
し
て
あ
の
書
簡
の
執
筆
を
し
た
の
か
、
そ
の
後
に
発
病
し
た
精

神
病
の
ゆ
え
な
の
か
。
最
も
彼
に
近
か
っ
た
私
が
、
そ
れ
を
聞
か
な
か
っ
た

の
で
、誰
も
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ろ
う
」（
②
の
一
四
四
頁
以
下
）。
こ
れ
は
、

第
1
6
章
「
浅
薄
な
る
四
天
王
」
と
題
す
る
章
の
な
か
に
出
て
く
る
記
述
で

あ
り
、
こ
こ
で
「
浅
薄
な
る
」
と
は
、
戦
後
に
な
っ
て
も
、
戦
時
中
の
軍
国

主
義
と
の
妥
協
お
よ
び
協
力
に
つ
い
て
深
刻
に
反
省
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指

し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
四
天
王
と
は
、
山
本
和
、
北
森
嘉
蔵
、
赤
岩
栄
、

そ
し
て
阿
部
行
蔵
の
四
人
の
こ
と
で
あ
る
。

バ
ル
ト
神
学
に
つ
い
て
、
古
屋
氏
は
様
々
な
角
度
か
ら
論
じ
て
い
る
が
、

今
回
は
ま
ず
⑥
の
文
献
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
内
容
を
紹
介
し
て
お

き
た
い
。
そ
れ
は
『
宗
教
の
神
学
』
に
お
け
る
バ
ル
ト
神
学
の
位
置
と
そ
の
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意
味
に
つ
い
て
の
論
及
で
あ
る
。
バ
ル
ト
神
学
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
第
四

章
「
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
と
諸
宗
教
」
第
三
節
「
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
」
と
、

第
六
章
「
宗
教
の
神
学
の
諸
問
題
」
第
二
節
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
」
の

特
に「
c 
初
期
バ
ル
ト
の
宗
教
批
判
」「
d 

バ
ル
ト
の「
宗
教
の
神
学
」」「
e 

「
不
信
仰
と
し
て
の
宗
教
」」 

に
出
て
く
る
。

こ
の
第
四
章
に
お
い
て
，
バ
ル
ト
は
、
ト
レ
ル
チ
の
問
題
意
識
を
新
た
な

視
点
つ
ま
り
「
神
の
言
葉
の
神
学
」
な
い
し
「
啓
示
の
神
学
」
の
視
点
か
ら

批
判
的
に
取
り
上
げ
た
人
物
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
教
会
教
義
学
』

第
一
巻
第
二
分
冊 

（
1
9
3
8
） 
の
な
か
の
「
宗
教
の
止
揚
と
し
て
の
神
の

啓
示
」
に
お
け
る
バ
ル
ト
の
記
述
に
よ
る
と
、
近
代
神
学
の
過
ち
は
、
啓
示

か
ら
で
は
な
く
、
人
間
す
な
わ
ち
宗
教
か
ら
出
発
し
た
こ
と
に
あ
り
、
こ
の

意
味
で
あ
ら
ゆ
る
宗
教
は
「
不
信
仰
と
し
て
の
宗
教
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

キ
リ
ス
ト
教
も
ま
た
宗
教
で
あ
る
か
ぎ
り
、「
神
な
き
人
間
の
い
と
な
み
」

で
あ
り
、
神
の
神
判
の
対
象
に
な
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
の

自
己
啓
示
と
し
て
の
「
啓
示
」
は
、
こ
の
啓
示
に
対
応
し
な
い
人
間
の
い
と

な
み
を
「
不
信
仰
」
と
し
て
裁
く
が
、そ
れ
は
同
時
に
「
罪
人
を
義
と
す
る
」

恵
み
の
行
為
で
あ
り
、
こ
の
「
罪
人
の
義
認
」
と
の
類
比
に
お
い
て
の
み
、

キ
リ
ス
ト
教
は
真
の
宗
教
で
あ
り
う
る
。
キ
リ
ス
ト
教
史
は
ま
さ
に
啓
示
の

恵
み
に
反
す
る
矛
盾
の
歴
史
、
不
信
仰
の
歴
史
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に

恵
み
の
も
と
に
あ
る
歴
史
で
あ
る
。
不
信
仰
の
宗
教
を
「
真
の
宗
教
」
と
す

る
の
は
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
名
」
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今
や
、

キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
と
諸
宗
教
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
啓
示
と
、
キ
リ

ス
ト
教
を
含
む
全
宗
教
の
関
係
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
第
四
章
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
第
六
章
の
a
「
初
期
バ
ル
ト
の
宗

教
批
判
」
で
は
、『
ロ
ー
マ
書
講
解
』（
1
9
2
1
） 

の
内
容
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
批
判
さ
れ
て
い
る
の
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
に
代
表
さ
れ

る
近
代
の
経
験
主
義
的
神
学
と
教
会
で
あ
る
。
そ
し
て
「
d
「
バ
ル
ト
の
宗

教
の
神
学
」」
と
「
e
「
不
信
仰
と
し
て
の
宗
教
」」
で
は
、
第
四
章
の
内
容

が
さ
ら
に
敷
衍
さ
れ
て
、
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
も
し
、
こ
の
よ
う
な

宗
教
史
学
派
の
神
学
、
即
ち
そ
の
神
学
の
本
来
的
な
唯
一
の
問
題
が
宗
教
で

あ
り
、
そ
の
宗
教
か
ら
啓
示
を
も
理
解
し
よ
う
と
す
る
神
学
が
、「
宗
教
の

神
学
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
バ
ル
ト
に
は
そ
の
よ
う
な
宗
教
の
神

学
は
な
い
。
し
か
し
、
も
し
「
宗
教
の
神
学
」
と
は
、
神
学
の
本
来
の
主
題

た
る
啓
示
か
ら
宗
教
を
理
解
し
、
そ
し
て
宗
教
に
神
学
的
評
価
と
解
釈
を
与

え
る
神
学
で
あ
る
、
と
す
る
な
ら
ば
、
バ
ル
ト
に
は
明
確
な
宗
教
の
神
学
が

あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
試
み
て
い
る
の
が
、『
教

会
教
義
学
』
の
第
一
七
節
な
の
で
あ
る
」（
二
〇
六
頁
）。
た
だ
し
バ
ル
ト
は

「
宗
教
の
神
学
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
お
ら
ず
、「
宗
教
お
よ
び
諸
宗
教
に

つ
い
て
の
神
学
的
評
価
」
と
言
っ
て
お
り
、
こ
の
バ
ル
ト
の
意
味
で
の
「
宗

教
の
神
学
」
か
ら
み
る
と
、
宗
教
と
は
、
自
己
義
認
、
自
己
聖
化
、
自
己
贖

罪
を
試
み
る
「
業
に
よ
る
義
認
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

⑤
の
第
三
章
「
現
代
大
学
の
根
本
問
題
」
第
九
節
「
ナ
チ
ス
と
告
白
教
会 
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│
│ 

バ
ル
ト
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
標
題
の
通
り
、
ま
ず
、
ナ
チ
政
権
に

よ
る
教
会
一
元
化
政
策
、
す
な
わ
ち
「
帝
国
教
会
」
設
立
に
よ
る
教
会
支
配

と
、
そ
れ
に
同
調
す
る
「
ド
イ
ツ
的
キ
リ
ス
ト
者
」
た
ち
に
対
向
し
て
、「
告

白
教
会
」
が
誕
生
し
た
経
緯
と
、「
告
白
教
会
」
の
第
一
回
総
会
で
採
択
さ

れ
た
「
バ
ル
メ
ン
神
学
宣
言
」（
1
9
3
4
） 

の
果
た
し
た
歴
史
的
意
義
が

語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
次
に
、「
な
ぜ
大
学
は
ナ
チ
に
対
し
て
抵
抗
で
き

な
か
っ
た
の
に
、
教
会
に
は
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
問
い
か
け
、
現
代

の
大
学
の
根
本
問
題
は
、「
そ
れ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
学
問
研
究
も
教
育
も

不
可
能
に
な
る
と
こ
ろ
の
、
真
理
そ
の
も
の
が
不
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
あ
り
」（
一
六
一
頁
）、今
こ
そ
大
学
は
哲
学
だ
け
で
な
く
、「
大
学
の
神
学
」

を
必
要
と
し
て
い
る
事
態
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ナ
チ
政
権
と
戦
う
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
哲
学
で
は
な
く
、「
バ
ル
メ
ン
神
学
宣
言
」
を
告
白
し
た
教

会
で
あ
り
、
こ
の
神
学
宣
言
の
起
草
に
関
わ
り
、
し
か
も
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
た
の
が
バ
ル
ト
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
実
に
目
を
向
け
る
古
屋
神
学
が
、
で
は
、
戦
時
中
、
な
ぜ
日
本
の

バ
ル
テ
ィ
ア
ン
の
な
か
か
ら
こ
の
よ
う
な
抵
抗
運
動
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
の

か
?　

と
問
う
の
は
当
然
で
あ
り
、
古
屋
氏
は
自
ら
の
戦
争
責
任
を
自
覚
し

つ
つ
、
さ
ら
に
③
に
お
い
て
、
戦
後
も
、
大
学
紛
争
と
教
団
紛
争
に
関
わ
っ

た
バ
ル
テ
ィ
ア
ン
た
ち
が
、
そ
の
責
任
を
あ
い
ま
い
に
し
た
ま
ま
活
躍
し
て

い
る
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
4
）　

ベ
ネ
ッ
ト （
1
9
0
2
〜
1
9
9
5
）

①
『
私
の
歩
ん
だ
キ
リ
ス
ト
教 

│
│ 

一
神
学
者
の
回
想
』（
2
0
1
3
）、

②
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
病
と
現
代 

│
│ 

混
迷
か
ら
の
脱
出
を
め
ざ
し
て
』

（
1
9
7
3
）

一
九
五
一
年
に
、古
屋
氏
に
ア
メ
リ
カ
神
学
へ
の
関
心
を
抱
か
せ
た
人
物
、

そ
し
て
そ
れ
か
ら
一
九
年
後
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
教
会
に

お
い
て
行
っ
た
「
教
会
内
の
大
論
争
」
と
題
す
る
説
教
を
通
し
て
、
学
生
紛

争
に
振
り
回
さ
れ
た
古
屋
氏
に
、
大
学
紛
争
お
よ
び
教
団
紛
争
の
問
題
点
と

そ
の
克
服
へ
の
道
筋
を
示
唆
し
た
人
物
、
そ
れ
が
ジ
ョ
ン
・
ベ
ネ
ッ
ト
で
あ

る
。
一
九
五
一
年
の
春
に
御
殿
場
で
開
催
さ
れ
た
、
日
本
基
督
教
団
社
会
委

員
会
主
催
の
会
議
に
お
け
る
最
初
の
出
会
い
に
つ
い
て
、
古
屋
氏
は
こ
う

語
っ
て
い
る
。
古
屋
氏
は
ま
だ
学
生
で
あ
っ
た
が
、
も
う
一
人
の
学
生
と
共

に
特
別
に
参
加
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
こ
の
ベ
ネ
ッ
ト
の
神
学
講
義
は
、
私
に
と
っ
て
ま
さ
に
刮
目
に
値
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
を
真
ん
中
に
、
バ
ル
ト
は
右
に
、

そ
し
て
ブ
ル
ト
マ
ン
を
左
に
現
代
神
学
を
説
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
、バ
ル
ト
し
か
神
学
者
で
な
い
と
思
っ
て
い
た
私
に
は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
自
由
に
発
想
す
る
ア
メ
リ
カ
神
学
に
関
心
を
持
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
昼
休
み
に
、
ア
メ
リ
カ
神
学
を
研
究
し
た
い
の
で
す
が
、
と
ベ

ネ
ッ
ト
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ノ
ー
ト
も
見
な
い
で
次
の
よ
う
に
答
え
、
主
著
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そ
の
独
自
な
「
バ
ラ
ン
ス
感
覚
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
？
（
2
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と
参
考
書
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
、
ホ
ー

レ
ス
・
ブ
ッ
シ
ュ
ネ
ル
、
ワ
ル
タ
ー
・
ラ
ウ
シ
ェ
ン
ブ
ッ
シ
ュ
、
そ
し
て
ラ

イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
四
人
を
研
究
す
る
よ
う
に
助
言
し
て
く
れ
た
。

考
え
て
み
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
倫
理
に
偏
っ
た
人
選
で
あ
る
が
、
そ
の

と
き
は
こ
れ
ら
の
四
人
を
卒
論
で
研
究
し
よ
う
と
思
っ
た
。
神
学
校
の
図
書

館
に
エ
ド
ワ
ー
ズ
の
全
集
は
あ
っ
た
が
、
当
時
そ
の
研
究
書
は
英
文
学
の
斎

藤
勇
氏
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
借
り
る
た
め
法
学
部
を
訪
ね
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
」（
①
の
八
一
頁
）。

こ
の
ベ
ネ
ッ
ト
と
の
出
会
い
が
な
か
っ
た
な
ら
、
古
屋
氏
は
何
を
卒
論
の

テ
ー
マ
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
研
究
者
を
目
指
す
人
間
に
と
っ
て
、
一
般

に
、
最
初
の
論
文
テ
ー
マ
は
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
後
の
研
究
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。
古
屋
神
学
の
魅
力
の
ひ
と
つ
は
、
明
ら
か

に
ア
メ
リ
カ
神
学
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
神
学
の
双
方
に
目
を
配
り
つ
つ
、ア
ジ
ア
、

そ
し
て
日
本
の
問
題
を
考
え
て
行
く
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
一
方
の
、
し
か
も

当
時
の
学
内
の
雰
囲
気
か
ら
す
れ
ば
お
そ
ら
く
誰
も
勧
め
な
い
ア
メ
リ
カ
神

学
の
研
究
へ
と
踏
み
出
す
た
め
に
は
、
相
当
の
内
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
古
屋
氏
は
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
た
ま
た
ま
訪
れ
た

ベ
ネ
ッ
ト
と
の
出
会
い
か
ら
得
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
そ
れ
は
決
定
的

な
瞬
間
つ
ま
り
カ
イ
ロ
ス
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
ベ
ネ
ッ
ト
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
の
校
長
を
定
年

で
退
職
す
る
年
に
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
教
会
で
行
っ
た
説
教
が
「
教
会
内
の
大

論
争
」
で
あ
る
。
②
「
ベ
ネ
ッ
ト
の
警
告
」
で
は
、
ま
ず
名
校
長
と
う
た
わ

れ
た
ヴ
ァ
ン
・
デ
ュ
ー
セ
ン
の
後
任
者
と
し
て
、
し
か
も
校
長
で
は
な
く
校

長
代
理
と
し
て
選
出
さ
れ
た
当
時
の
、
つ
ま
り
一
九
六
三
年
頃
の
大
学
紛
争

に
至
る
ま
で
の
経
過
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
ベ
ネ
ッ
ト
は
「
ハ

ト
派
」
の
立
場
を
と
っ
た
こ
と
、
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
学
生
の
過
激
な
要
求

に
振
り
回
さ
れ
て
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

学
生
は
、
成
績
採
点
や
論
文
審
査
を
除
く
他
の
す
べ
て
の
業
務
の
管
理
運
営

に
か
か
わ
る
こ
と
を
要
求
し
、
黒
人
経
済
の
た
め
に
神
学
校
と
し
て

一
五
〇
万
ド
ル
を
集
め
る
こ
と
を
確
約
さ
せ
、
さ
ら
に
は
神
学
校
の
基
本
財

産
か
ら
、
黒
人
学
生
の
過
激
派
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー
の
活
動
家
た
ち
の
保
釈

金
と
し
て
、
直
ち
に
四
〇
万
ド
ル
を
出
す
こ
と
を
要
求
し
た
。
し
か
も
そ
の

要
求
は
、
極
め
て
巧
妙
で
政
治
的
な
手
段
を
用
い
て
、
学
内
の
最
高
決
定
機

関
の
決
議
と
し
て
理
事
会
に
突
き
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
保
釈
金
の
問

題
は
、
最
終
的
に
理
事
会
の
拒
否
に
よ
っ
て
一
応
の
決
着
を
み
た
。
こ
れ
ら

の
状
況
を
踏
ま
え
て
な
さ
れ
た
の
が
「
教
会
内
の
大
論
争
」
と
題
す
る
説
教

で
あ
る
。
彼
は
自
ら
、「
社
会
派
」
と
「
教
会
派
」
の
対
立
論
争
の
な
か
で
「
社

会
派
」
に
属
す
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
ま
ず
こ
の
「
社
会
派
」
に
対
す

る
批
判
を
謙
虚
に
受
け
止
め
る
べ
き
こ
と
か
ら
語
り
始
め
て
い
る
。
そ
の
第

一
は
、「
社
会
派
」
は
教
会
の
世
俗
化
に
無
関
心
で
あ
る
と
の
批
判
で
あ
り
、

第
二
は
、「
社
会
派
」
は
「
す
べ
て
の
社
会
的
相
違
を
超
え
た
生
の
問
題
」
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つ
ま
り「
人
格
的
な
要
求
」を
無
視
し
て
い
る
と
の
批
判
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
最
後
に
ベ
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
警
告
は
、
教
会
全
体
に
対
す
る
も

の
で
あ
り
、
当
然
、
そ
の
な
か
に
「
社
会
派
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。

第
一
は
、「
私
た
ち
は
政
治
が
生
の
全
体
と
な
る
こ
と
を
ゆ
る
し
て
は
な

ら
な
い
」（
八
五
頁
） 
と
い
う
警
告
で
あ
る
。
つ
ま
り
教
会
は
、
あ
る
特
定

の
政
治
的
社
会
的
問
題
に
つ
い
て
同
一
見
解
を
有
す
る
人
び
と
の
「
排
他
的

共
同
体
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
。
教
会
は
、
多
く
の
違
っ

た
要
求
を
も
っ
た
人
々
の
共
同
体
で
あ
り
、
そ
の
光
と
救
い
は
キ
リ
ス
ト
か

ら
く
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
人
び
と
か
ら
な
る
混
合
集
団
で
あ
る
べ
き
で
あ

る
。
第
二
は
、「
新
し
い
権
力
者
も
ま
た
、
古
い
権
力
者
が
陥
っ
た
と
同
じ

誘
惑
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
警
告
で
あ
る
。
形
成
を
逆
転
す
る
こ
と

そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
問
題
が
解
決
さ
れ
る
わ
け
で
な
く
、
新
し
い
権
力
も
ま

た
神
の
前
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
は
、「
私
た
ち
は
、

意
見
の
異
な
る
も
の
を
、
あ
た
か
も
神
の
愛
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
救
い
な
き

存
在
の
よ
う
に
あ
つ
か
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
警
告
で
あ
る
。

古
屋
氏
が
こ
の
警
告
を
、
わ
が
国
の
大
学
紛
争
と
教
団
紛
争
の
解
決
の
糸

口
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
5
）　

ト
レ
ル
チ （
1
8
6
5
〜
1
9
2
3
）

①
『
私
の
歩
ん
だ
キ
リ
ス
ト
教 

│
│ 

一
神
学
者
の
回
想
』（
2
0
1
3
）、

②
『
日
本
の
将
来
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
2
0
0
1
）、
③
『
大
学
の
神
学
』

（
1
9
9
3
）、
④
『
宗
教
の
神
学
』（
1
9
8
5
）、
⑤
『
キ
リ
ス
ト
教
国

ア
メ
リ
カ
』（
1
9
6
7
）

⑤
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
、
古
屋
氏
は
、
日
本
神
学
専
門
学
校 

（
現

東
京
神
学
大
学
） 

の
卒
業
論
文
と
し
て
「
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
の
研

究 

│
│ 

ア
メ
リ
カ
神
学
の
一
考
察
」
を
書
い
て
お
り
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ

研
究
を
続
け
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
。
と
こ
ろ
が
「
教
会
や
そ
の

他
の
グ
ル
ー
プ
に
招
か
れ
て
、
日
本
の
宗
教
事
情
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
間

に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
他
宗
教
の
関
係
、
特
に
ト
レ
ル
チ
が
取
り
組
ん
だ
「
キ

リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
」
の
問
題
が
著
者
自
身
の
実
存
的
問
題
と
な
り
、
遂
に

そ
れ
が
学
位
論
文
の
テ
ー
マ
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。」

①
の
第
1
部
、
第
5
節
「
留
学
時
代
」
の
記
述
に
よ
る
と
、
氏
は
、
当
初
、

キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
に
つ
い
て
論
文
を
書
い
て
い
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の

ハ
ン
ス
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
教
授
の
も
と
で
学
ぶ
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

彼
が
急
死
し
た
た
め
、
世
界
教
会
協
議
会 （
W
C
C
） 

の
奨
学
金
を
受
け
て
、

チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で
宣
教
学
を
教
え
て
い
た
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ロ
ー
ゼ
ン

ク
ラ
ン
ツ
教
授
の
も
と
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
の
「
教
授
の
個
人

指
導
」
が
、
後
に
『
宗
教
の
神
学
』
を
書
く
際
の
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
氏
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
個
人
教
授
で
ま
ず
よ
か
っ
た
の
は
、
宗

教
学 

（R
eligionsw

issenschaft

） 

の
手
ほ
ど
き
を
し
て
く
れ
た
こ
と
だ
っ
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た
。
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
か
ら
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
ー
ヴ
ま
で
、
す
な

わ
ち
宗
教
学
緒
論
か
ら
宗
教
現
象
学
ま
で
が
わ
か
っ
た
。
次
に
宣
教
学
で
あ

る
が
、
こ
れ
も
ワ
ル
ネ
ッ
ク
か
ら
ク
レ
ー
マ
ー
ま
で
、
歴
史
的
に
国
際
宣
教

会
議
の
問
題
性
を
含
め
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
間
に
、
ル
ー

ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
、
ナ
ー
タ
ン
・
ゼ
ー
デ
ル
ブ
ロ
ム
、
ヨ
ア
キ
ム
・
ワ
ッ

ハ
な
ど
を
読
ん
だ
こ
と
は
、わ
た
し
の
神
学
だ
け
の
視
野
を
広
げ
て
く
れ
た
。

拙
著
『
宗
教
の
神
学
』（
1
9
8
5
） 

を
書
け
た
の
は
、
そ
の
と
き
の
お
か

げ
で
あ
る
。
ま
た
、
世
界
の
キ
リ
ス
ト
教
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
統

計
な
ど
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
教
授
の

影
響
で
あ
る
。
教
授
は
日
本
に
来
た
こ
と
も
あ
り
、
賀
川
豊
彦
に
も
関
心
の

あ
っ
た
学
者
で
あ
っ
た
」（
九
六
頁
以
下
）。

こ
の
よ
う
に
古
屋
氏
は
す
で
に
こ
の
時
点
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
の

問
題
か
ら
、
さ
ら
に
、
や
が
て
く
る
「
宗
教
多
元
主
義
」
の
時
代
に
対
応
で

き
る
セ
ン
ス
を
養
い
つ
つ
あ
っ
た
。
な
お
、
ト
レ
ル
チ
研
究
の
難
し
さ
に
つ

い
て
、
こ
の
引
用
の
直
前
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル

チ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
を
理
解
す
る
の
が
大
変
で
あ
っ
た
。
ま
だ
英
訳

は
出
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ド
イ
ツ
語
で
何
度
も
読
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
当

時
、
日
本
語
で
ト
レ
ル
チ
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
は
K
授
の
現
し
た
一
冊

し
か
な
か
っ
た
。
さ
っ
そ
く
日
本
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
ど
こ
か
で
読

ん
だ
気
が
し
た
。
調
べ
て
み
た
ら
、
あ
る
ド
イ
ツ
語
の
研
究
書
の
丸
写
し
で

あ
っ
た
。
文
字
通
り
、
横
を
縦
に
し
た
の
が
、
当
時
の
研
究
書
で
あ
っ
た
」

（
九
六
頁
）。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
古
屋
氏
が
日
本
に
い
る
間

に
、
そ
の
丸
写
し
と
さ
れ
て
い
る
「
一
冊
」
を
丁
寧
に
読
ん
で
い
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
神
学
校
に
い
る
間
に
、
ト
レ
ル
チ
に
興
味
を
も
つ
こ

と
は
な
か
っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ

う
か
。
お
そ
ら
く
こ
の
時
点
で
は
、
氏
は
バ
ル
ト
神
学
の
決
定
的
な
影
響
下

に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

④
で
は
、
そ
の
第
四
章
「
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
と
諸
宗
教
」
の
第
二
節

に
お
い
て
「
ト
レ
ル
チ
」
と
題
し
て
、
彼
の
『
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
と
宗

教
史
』
の
内
容
が
丁
寧
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ト
レ
ル
チ
は
、
こ
の
段
階
で

は
、
た
と
え
歴
史
学
に
よ
っ
て
「
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
」
を
証
明
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
最
高
妥
当
性
」
を
確
信
し
て

い
た
。
し
か
し
晩
年
に
な
る
と
、
彼
は
そ
の
「
最
高
妥
当
性
」
に
ま
す
ま
す

懐
疑
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。
古
屋
氏
に
よ
る
と
、「
ト
レ
ル
チ
の
問
題
点
は
、

キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
歴
史
的
宗
教
の
相
対
性
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
よ
り

は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
絶
対
性
を
何
ら
か
の
意
味
で
保
持
し
よ
う
と
し

た
点
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
一
方
で
は
絶
対
性
の
主
体
的
な
い
し

告
白
的
性
格
を
承
認
し
な
が
ら
、
し
か
も
な
お
他
方
で
は
依
然
と
し
て
そ
の

妥
当
性
を
客
観
的
に
論
証
す
る
試
み
を
断
念
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

…
…
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
レ
ル
チ
の
苦
闘
を
通
じ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対

性
、
い
や
い
か
な
る
宗
教
の
絶
対
性
も
、
い
わ
ゆ
る
客
観
的
証
明
の
事
柄
で
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は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
に
お
い
て
、
ト
レ
ル
チ
の
功
績
は
長
ら

く
記
憶
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」（
一
三
四
頁
以
下
）。

③
で
は
、
第
四
章
「
大
学
の
神
学
」
第
二
節
「「
文
化
総
合
」
構
想 

│
│ 

ト
レ
ル
チ
」
に
お
い
て
、
彼
の
文
化
総
合
の
構
想
は
、「
具
体
的
に
は
一
八

世
紀
以
来
の
キ
リ
ス
ト
教
的
、
教
会
的
文
化
の
解
体
の
中
で
、
い
か
に
国
家
、

社
会
、
教
会
、
家
庭
、
学
校
な
ど
を
新
し
い
仕
方
で
再
編
成
す
る
か
、
と
い

う
課
題
で
あ
る
」（
一
九
〇
頁
） 

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
中
心
的

な
価
値
を
宗
教
に
置
い
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
そ
の
第
一
節
「
大
学
の
理
念
形
成
」
で
は
、「
ハ

ル
ナ
ッ
ク
の
歴
史
還
元
的
な
本
質
論
と
異
な
る
ト
レ
ル
チ
の
歴
史
発
展
的
な

本
質
論
」（
一
七
八
頁
） 

が
紹
介
さ
れ
、
古
屋
氏
に
よ
る
と
、
ト
レ
ル
チ
に

お
け
る
「
文
化
総
合
」
の
構
想
は
、今
日
の
大
学
論
を
構
想
す
る
う
え
で
「
極

め
て
有
益
」
で
あ
り
、「
文
化
総
合
的
な
構
想
の
中
で
、
今
日
の
大
学
問
題

を
解
決
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と
は
、
や
は
り
信
仰
に
立
ち
、
神
学
す
る
も
の

の
責
任
と
使
命
な
の
で
あ
る
」（
一
九
〇
頁
）。

②
の
Ⅱ
「
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
教
か 

│
│ 

宗
教
の
神
学
」
第
一
節
「
な
ぜ
キ

リ
ス
ト
教
か 

│
│ 

弁
証
と
倫
理
の
問
い 

│
│
」
の
、
第
五
項
の
冒
頭
の
句

は
次
の
よ
う
に
語
り
だ
す
。「「
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
教
か
」
を
言
葉
を
も
っ
て
理

論
的
に
弁
証
す
る
場
合
に
、
肝
要
な
こ
と
は
、
そ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、

最
終
的
に
は
証
明
で
は
な
く
告
白
、い
や
信
仰
告
白
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
の
問
題
を
今
世
紀
の
始
め
に
と
り
あ
げ
て
苦

闘
し
た
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
の
貴
重
な
る
遺
産
で
あ
る
。
彼
の
古
典
的

な
著
書
『
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
と
宗
教
史
』（
1
9
0
2
） 

に
お
い
て
、

ト
レ
ル
チ
が
苦
労
し
た
の
は
、
歴
史
的
即
相
対
的
な
キ
リ
ス
ト
教
が
、
ど
う

し
て
絶
対
性
を
主
張
で
き
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
諸
宗
教
の
も
つ
価

値
を
比
較
し
て
、
最
終
的
に
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
仏
教
と
キ
リ
ス
ト

教
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
と
言
い
、
さ
ら
に
こ
の
二
つ
の
宗
教
の
思
想
を
比
較

し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
す
べ
て
の
宗
教
的
発
展
の
「
頂
点 

（H
öhepunkt

）」

で
あ
り
、「
収
斂
点 

（K
onvergenzpunkt

）」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
相
対
的

な
絶
対
性
」
を
も
つ
宗
教
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
ト
レ
ル
チ
が
こ
の
結
論
に
達
す
る
の
は
「
学
問
的

証
明
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
決
定
」で
は
な
く
、「
宗
教
的
自
覚
に
基
づ
く
決
断
」

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
主
体
的
、
人
格
的
、
実
存
的
な
確
信
で
あ
る
こ

と
、
究
極
的
に
は
信
仰
告
白
で
あ
る
こ
と
を
、
強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
」

（
六
二
頁
）。

以
上
の
内
容
か
ら
、
古
屋
神
学
に
と
っ
て
ト
レ
ル
チ
研
究
が
大
き
な
意
味

を
有
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。「
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
」
の
問

題
は
、
学
問
的
証
明
の
対
象
で
は
な
く
「
信
仰
告
白
」
の
問
題
で
あ
る
と
の

結
論
は
、
古
屋
神
学
を
い
わ
ゆ
る
史
的
イ
エ
ス
の
問
題
や
学
問
論
の
ア
ポ
リ

ア
か
ら
解
放
し
、
さ
ら
に
ト
レ
ル
チ
の
「
文
化
総
合
の
構
想
」
は
、
古
屋
氏
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の
言
う
「
宗
教
の
神
学
」「
日
本
の
神
学
」
そ
し
て
「
大
学
の
神
学
」
へ
と

導
く
ひ
と
つ
の
誘
因
、つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
超
越
的
視
点
か
ら
の「
諸

宗
教
」「
日
本
」
そ
し
て
「
大
学
」
の
分
析
へ
と
導
く
ひ
と
つ
の
有
力
な
誘

因
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
で
は
、
古
屋
氏
に
と
っ
て
、
そ
の
超
越
を
支
え
る
神
学
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
?

（
6
）　

ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ク
レ
ー
マ
ー （
1
8
8
8
〜
1
9
6
5
）

①
『
日
本
の
将
来
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
2
0
0
1
）、
②
『
宗
教
の
神
学
』

（
1
9
8
5
）

「
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ク
レ
ー
マ
ー
」
の
神
学
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
て

い
る
の
は
、②
の
第
六
章
「
宗
教
の
神
学
の
諸
問
題
」
第
三
節
「
ヘ
ン
ド
リ
ッ

ク
・
ク
レ
ー
マ
│
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、「
a 

ク
レ
ー
マ
ー
の
バ
ル
ト
批
判
」

「
b 

宗
教
学
と
神
学
」「
c 

ク
レ
ー
マ
ー
の
宗
教
の
神
学
」
の
三
つ
項
目
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
さ
い
古
屋
氏
は
、
ク
レ
ー
マ
ー
を
取
り
上
げ
る

理
由
と
し
て
、
彼
が
「
バ
ル
ト
に
対
し
て
内
在
的
批
判
が
で
き
る
」
こ
と
を

挙
げ
て
い
る
。
ク
レ
ー
マ
ー
は
、
一
九
三
八
年
の
マ
ド
ラ
ス
に
お
け
る
国
際

宣
教
協
議
会
以
来
、
バ
ル
ト
と
同
様
に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
他
宗
教
の
間
の
非

連
続
性
を
主
張
す
る
代
表
的
神
学
者
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、H

endrik 

K
raem

er, R
eligion and the C

hristian Faith, 1956.

に
お
い
て
、
バ
ル
ト

の
宗
教
論
を
高
く
評
価
し
つ
つ
も
、
こ
れ
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
に

つ
い
て
古
屋
氏
は
、
①
の
Ⅱ
「
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
教
か 

│
│ 

宗
教
の
神
学
」

第
二
節
「
宗
教
の
神
学
に
お
け
る
「
何
」
と
「
何
故
」
の
問
題
」
の
「
二
」

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。「
そ
れ
は
、
一
言
で
い
え
ば
、

あ
ま
り
に
排
他
的
な
神
学
的
格
率 

（theological m
axim

s

） 

に
よ
っ
て
支
配

さ
れ
て
い
る
宗
教
論
で
あ
っ
て
、そ
こ
に
は
福
音
の
音
調
が
欠
如
し
て
お
り
、

聖
書
的
に
も
、
ま
た
神
学
的
に
も
偏
向
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

批
判
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
が
出
て
く
る
の
は
、
ク
レ
ー
マ
ー
自
身
が

長
ら
く
宣
教
師
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド 

（
現
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
） 

に
お

い
て
モ
ス
レ
ム
た
ち
と
の
出
会
い
の
経
験
を
も
ち
、
さ
ら
に
、
ラ
イ
デ
ン
大

学
の
宗
教
史
学
・
宗
教
学
の
教
授
と
し
て
諸
宗
教
を
研
究
し
て
き
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
宣
教
師
と
し
て
の
経
験
と
宗
教
学
者
と
し
て
の
研
究

か
ら
出
て
き
た
ク
レ
ー
マ
ー
自
身
の
宗
教
観
は
弁
証
法
的
で
あ
る
。
そ
し
て

ま
た
そ
れ
は
聖
書
的
で
あ
る
と
彼
は
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
宗

教
は
、
そ
し
て
宗
教
意
識
は
、
人
間
の
神
に
対
す
る
た
だ
否
定
的
な
関
係
だ

け
で
は
な
く
、
積
極
的
な
関
係
、
応
答
と
出
会
い
の
場
で
も
あ
る
。
も
っ
と

は
っ
き
り
い
う
と
、
ク
レ
ー
マ
ー
は
、
人
間
の
宗
教
意
識
の
中
に
は
「
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
父
な
る
神
」
と
人
間
と
の
間
の
「
ド
ラ
マ
」
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
肯
定
、
弁
証
法
的
に
肯
定
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
」（
七
九

頁
）。ク

レ
ー
マ
ー
が
、
1
9
2
2
〜
3
7
年
の
間
、
現
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
オ
ラ
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ン
ダ
聖
書
協
会
の
翻
訳
の
協
力
者
と
し
て
、
ま
た
イ
ス
ラ
ム
の
研
究
者
と
し

て
活
躍
し
、
翌
年
か
ら
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
宗
教
史
学
・
宗
教
学
の
教
授
と
し

て
働
い
た
事
実
が
、
古
屋
氏
が
ま
と
め
て
い
る
よ
う
な
バ
ル
ト
批
判
を
生
み

出
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
古
屋
氏
は
ク
レ
ー
マ
ー
の
貢
献
を
こ
れ
に
限
定
せ

ず
、「
宗
教
と
神
学
の
関
係
」
に
つ
い
て
一
定
の
方
向
性
を
生
み
出
し
た
こ

と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
八
七
〇
年
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
人
の
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
に
よ
っ
て
始

め
ら
れ
た
「
宗
教
学
」
が
、
そ
の
後
ヨ
ハ
ヒ
ム
・
ワ
ッ
ハ
な
ど
に
よ
っ
て
、

無
前
提
で
価
値
中
立
的
な
宗
教
研
究
や
宗
教
学
を
目
指
し
た
こ
と
に
、
終
始

一
貫
、
疑
問
を
呈
し
続
け
た
の
が
ク
レ
ー
マ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
る
と
、

い
か
な
る
客
観
的
、
記
述
的
研
究
に
お
い
て
も
「
信
仰
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
を

排
除
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
「
科
学
的
客
観
性
」
と
い
う
幻
想
か
ら

自
由
に
な
る
た
め
に
、神
学
的
視
点
の
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
宗
教
学
と
神
学
な
い
し
宗
教
の
神
学
を
完
全
に
分
離
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
「
両
者
の
分
化
と
相
関
の
弁
証
法
」（
②
の

二
一
八
頁
） 

の
視
点
に
立
ち
つ
つ
、
両
者
を
相
互
に
関
連
づ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
明
確
に
主
張
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、

古
屋
氏
は
、
ク
レ
ー
マ
ー
を
現
代
の
「
宗
教
の
神
学
の
父
」（
二
一
八
頁
） 

と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

で
は
、
ク
レ
ー
マ
ー
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
「
宗
教
の
神
学
」
を
構
想
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
古
屋
氏
に
よ
る
と
、そ
の
構
想
は
先
に
紹
介
し
た
主
著『
宗

教
と
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
』（
一
九
五
六
年
） 

の
第
三
部
「
宗
教
お
よ
び
諸
宗

教
の
問
題
と
取
り
組
む
神
学
的
試
み
」の
う
ち
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。ク
レ
ー

マ
ー
に
よ
る
と
、
宗
教
改
革
以
前
に
は
真
の
宗
教
の
神
学
は
ま
だ
成
立
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、「
ブ
ル
ン
ナ
ー
と
バ
ル
ト
は
、
宗
教
改
革
以
来

は
じ
め
て
、
宗
教
と
諸
宗
教
の
問
題
を
、
諸
宗
教
に
つ
い
て
の
高
度
の
知
識

を
も
ち
な
が
ら
、
純
粋
に
神
学
的
に
取
扱
う
こ
と
を
試
み
て
き
た
最
初
の

人
々
で
あ
る
」（
二
二
〇
頁
）。
二
人
と
も
、宗
教
の
神
学
の
基
準
を
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
神
の
啓
示
に
の
み
置
い
て
お
り
、
し
か
も
い
わ
る
「
結

合
点
」
や
「
一
般
啓
示
」
に
関
す
る
両
者
の
見
解
の
相
違
は
、
決
し
て
呪
い

で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
祝
福
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ひ
と
つ
の
宗
教
の
現
象

学
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
え
な
い
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
宗
教
お
よ
び

諸
宗
教
の
神
学
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

宗
教
の
神
学
の
多
様
性
は
、
各
神
学
者
の
神
学
的
個
性
の
違
い
と
、
聖
書
自

体
の
豊
か
な
思
考
方
法
の
多
様
性
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
し
て
こ
の
宗
教

の
神
学
の
中
心
課
題
は
、
そ
の
基
準
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
啓
示
の
光
の
な
か

で
、
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の
他
の
諸
宗
教
の
関
係
を
理
解
し
、
解
釈
す
る
こ
と

で
あ
る
。
ク
レ
ー
マ
ー
に
よ
る
と
、
こ
の
聖
書
の
ケ
リ
ュ
グ
マ
の
光
の
な
か

で
正
し
く
解
釈
し
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
そ
の
理
解
と
解
釈
の
違

い
か
ら
む
し
ろ
真
理
が
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
古
屋
氏
の
理
解
す
る
「
ク
レ
ー
マ
ー
の
宗
教
の
神
学
」
の
概
要

で
あ
り
、
氏
は
、「
ク
レ
ー
マ
ー
の
宗
教
の
神
学
」
が
目
指
す
こ
の
方
向
性
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を
基
本
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
氏
が
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ラ
ン
ツ
教
授

の
個
人
指
導
を
通
じ
て
ク
レ
ー
マ
ー
の
存
在
を
知
っ
た
後
、
い
つ
頃
か
ら
本

格
的
に
彼
の
神
学
に
つ
い
て
研
究
を
始
め
た
の
か
、
そ
れ
は
今
の
と
こ
ろ
あ

ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
問
い
を
発
す
る
の
は
、『
私
の
歩
ん

だ
キ
リ
ス
ト
教 

│
│ 

一
神
学
者
の
回
想
』
に
よ
る
と
、
古
屋
氏
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
友
人
か
ら
、
戦
時
中
の
日
本
兵
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
対
し
て

行
っ
た
残
虐
な
仕
打
ち
を
聞
き
、ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
罪
責
意
識
を
覚
え
、

「
ア
メ
リ
カ
の
長
老
教
会
の
財
政
的
支
援
の
も
と
、
日
本
基
督
教
団
の
派
遣

教
師
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
」（
一
〇
二
頁
） 

と
記

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
ま
だ
、氏
の
念
頭
に
、ク
レ
ー
マ
ー

の
神
学
の
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
?　

そ
れ
と
も
す
で
に
は
っ
き
り

と
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
?

暫
定
的
な
「
ま
と
め
」

以
上
、
古
屋
神
学
の
形
成
に
直
接
的
に
、
あ
る
い
は
間
接
的
に
影
響
を
与

え
た
幾
人
か
の
人
々
と
環
境
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
こ
の
作
業
は
ま
だ

約
半
分
し
か
終
え
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
内
容
を
簡
単
に
振
り

返
っ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
は
っ
き
り
し
た
の
は
、
古
屋
氏
の
育
っ
た
家
庭
環
境
が
極
め
て
独
特

な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
上
海
と
い
う
国
際
都
市
の
な
か
で
、
し
か

も
教
会
の
な
か
で
育
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
無
意
識
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
彼
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
す
で
に
、
日
本
の
国
内
で
は
経
験
で
き

な
い
「
人
種
的
宗
教
的
多
元
性
」
の
空
気
を
吸
っ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
自

ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
彼

に
と
っ
て
、
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
動
か
し
が
た
い
初
期
条
件

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
し
か
し
同
時
に
そ
こ
か
ら
終
末
論
的
な
目
的
や
課
題
へ

の
意
識
が
切
り
開
か
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
豊
か
な
可
能
性
を
秘
め
た
条

件
で
あ
っ
た
。
両
親
の
神
学
的
背
景
の
相
違
い
も
、
彼
に
と
っ
て
、
混
乱
よ

り
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
多
様
性
が
生
み
だ
す
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と

し
て
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
の
「
基
本
的
信
頼
」
は

す
で
に
両
親
の
「
信
仰
」
と
一
体
化
し
て
お
り
、
彼
の
悩
み
は
「
何
が
本
当

の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
生
き
方
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
は
あ
っ
て
も
、「
キ

リ
ス
ト
教
の
外
で
、
ど
の
よ
う
に
生
き
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
両
親
を
通
じ
て
、
す
で
に
神
に
と
ら
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
に
疑
い
を
覚
え
て
、
そ
こ
か
ら
あ
え
て
飛
び
出
そ
う
と
は
し
な

か
っ
た
。
彼
の
場
合
、
そ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
神
を
知
ら
な
か
っ
た
人
間
が
神

に
出
会
っ
た
の
で
は
な
く
、
す
で
に
身
近
に
お
ら
れ
た
神
を
、
教
会
と
神
学

に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
覚
的
に
超
越
的
か
つ
内
在
的
神
と
し
て
知
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
経
験
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
も
ち
ろ
ん
バ
ル
ト
神

学
で
あ
る
。

で
は
、
家
庭
環
境
と
並
ん
で
重
要
な
教
育
環
境
で
あ
っ
た
自
由
学
園
は
、

彼
の
神
学
形
成
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
母
の
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選
ん
だ
こ
の
教
育
環
境
は
、
他
の
教
育
環
境
で
は
お
よ
そ
経
験
で
き
な
い
も

の
を
提
供
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
「
生
活
即
学
び
」
そ
し
て
「
生
活
即
信
仰
」

と
い
う
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り
、
各
種
学
校
で
あ
る
が
ゆ
え
に
可
能
と
な
っ
た
独

自
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
さ
ら
に
い
わ
ゆ
る
寮
と
い
う
共
同
生
活
で
あ
る
。
回

想
録
は
、
こ
の
自
由
学
園
と
の
出
会
い
と
、
そ
れ
を
自
ら
の
責
任
で
引
き
受

け
る
覚
悟
を
し
た
場
面
を
、
こ
う
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
入
学
式
の
翌
日
の

話
で
あ
る
。
彼
は
ミ
セ
ス
羽
仁
に
呼
び
出
さ
れ
、「
あ
な
た
は
、
勉
強
と
い

う
も
の
は
机
で
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
自
由
学
園

で
の
勉
強
は
生
活
そ
の
も
の
だ
よ
。
昨
日
の
入
学
式
が
勉
強
だ
よ
。
わ
か
っ

た
か
?
」と
の
問
い
に
、「
当
時
の
ミ
セ
ス
羽
仁
は
六
六
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
で
、

し
か
も
東
北
弁
で
話
し
た
の
で
、
私
に
は
何
を
言
っ
た
の
か
よ
く
は
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
私
は
「
わ
か
っ
た
！
」
と
答
え
た
。
い
や
、
そ
う
答

え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
母
は
す
で
に
上
海
に
帰
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
時
か
ら
、
こ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
教
育
方
針
に
し
た
が
う
こ
と
を
決
め
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
七
年
間
の
自
由
学
園
の
教
育
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

自
由
学
園
以
外
に
教
育
が
な
い
と
信
じ
た
の
は
、
弟
た
ち
と
妹
の
三
人
を
自

由
学
園
に
入
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
で
あ
ろ
う
」（
四
四
頁
以
下
）。

こ
の
引
用
文
の
最
後
の
文
章
に
は
、
主
語
が
欠
け
て
い
る
。
誰
が
「
信
じ

た
」
の
か
、
そ
れ
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
続
く
文
の
内
容
か
ら
す

れ
ば
、
そ
れ
は
母
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
母
の
信
頼
す
る
学
校
で
、
古
屋
氏

は
一
九
歳
に
な
る
ま
で
の
七
年
間
を
、
し
か
も
兄
弟
姉
妹
と
共
に
過
ご
し
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る
上
で
極
め

て
重
要
な
時
期
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
入
学
式
の
翌
日
に
、
自
由
学
園
の
教

育
方
針
に
従
う
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
こ
れ
は
決
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
で

は
な
い
。
そ
れ
は
よ
く
よ
く
考
え
て
、
納
得
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

い
わ
ば
直
観
的
に
受
け
入
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
か
ら
考
え
て
み
れ

ば
、
そ
こ
に
は
こ
れ
を
可
能
に
す
る
力
が
働
い
て
い
た
と
し
か
言
え
な
い
よ

う
な
経
験
で
あ
る
。「
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
」

を
基
本
的
信
頼
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
古
屋
氏
は
、
こ
の
時
、
こ
の
基
本
的
信

頼
に
近
い
経
験
を
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
基
本
的
信
頼
が
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
す
の
か
、
そ
れ
は
そ
の

後
の
教
育
環
境
に
よ
っ
て
大
き
く
違
っ
て
く
る
。
考
え
る
自
由
、
判
断
し
表

現
す
る
自
由
、
そ
し
て
批
判
す
る
自
由
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
単

な
る
洗
脳
教
育
に
な
っ
て
し
ま
う
。
自
ら
の
学
校
を
「
神
の
国
の
公
器
」
と

信
じ
つ
つ
も
、「
教
育
や
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
宗
教
教
育
に
批
判
的
で
あ
っ

た
」
羽
仁
は
、
宗
教
の
詰
め
込
み
を
避
け
よ
う
と
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
古

屋
氏
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
を
詰
め
込
ま
れ
た
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。」
た

だ
し
、
福
音
書
の
「
律
法
学
者
や
パ
リ
サ
イ
派
」
の
話
に
な
る
と
、
羽
仁
は

決
ま
っ
て
古
屋
氏
の
名
を
呼
び
、
教
会
批
判
を
繰
り
返
し
た
と
い
う
。
こ
れ

は
ひ
ど
い
話
で
あ
る
。
中
高
生
が
、
両
親
の
職
業
あ
る
い
は
生
き
方
を
否
定

さ
れ
た
ら
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
し
て
相
手
が
、
第
二
の
両
親
に
近
い

人
び
と
で
あ
っ
た
ら
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
か
な
り
複
雑
な
心
境
に
追
い
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込
ま
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
親
か
ら
自
立
す
る
た
め
に
親
に
反
抗
す
る

以
前
に
、
そ
の
親
を
否
定
さ
れ
た
ら
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
基
本

的
信
頼
そ
の
も
の
を
破
壊
し
、
若
者
を
懐
疑
の
奈
落
へ
と
引
き
ず
り
込
む
可

能
性
が
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
危
険
性
か
ら
彼
を
救
っ
た
の
は
、「
生

活
即
勉
強
」「
生
活
即
信
仰
」
と
い
う
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
か
も
し
れ
な
い
。

一
般
に
、
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
は
一
種
の
「
形
式
主
義
」
と
結

び
つ
き
や
す
く
、
決
め
ら
れ
た
時
間
に
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
行
う
形
式
を
好

む
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
中
高
生
の
心
身
の
健
全
な
発
達
に
と
っ
て

必
要
不
可
欠
な
条
件
で
あ
り
、
中
高
生
自
身
に
と
っ
て
も
心
地
よ
い
も
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
な
か
で
、
悩
む
暇
が
な
く
な
る
の

で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
古
屋
氏
は
、
教
会
批
判
の
話
を
聞
き
な
が
ら
も
、
敗
戦

後
、
洗
礼
を
受
け
ず
に
、
最
終
的
に
神
学
校
に
行
く
決
心
を
し
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
、
古
屋
氏
は
、
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
特
に
内
面
的
葛
藤
に

つ
い
て
ほ
と
ん
ど
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
や
が
て
牧
師
と
な
り
、
大
学
教
授

と
な
っ
て
か
ら
、
彼
は
、
自
ら
が
育
て
ら
れ
た
自
由
学
園
と
恵
泉
学
園
を
比

較
し
つ
つ
、
学
校
と
教
会
の
あ
る
べ
き
関
係
を
追
い
求
め
、
最
終
的
に
は
、

自
由
学
園
と
教
会
の
つ
な
が
り
が
回
復
さ
れ
る
過
程
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
古
屋
氏
に
と
っ
て
、
羽
仁
も
と
子
が
突
き
付
け

た
教
会
に
関
す
る
批
判
的
な
問
い
に
実
践
的
に
向
き
合
う
体
験
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

「
戦
時
中
に
皇
国
少
年
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
五
郎
の
歴
史
教
育
の
お

か
げ
で
あ
る
」
と
古
屋
氏
は
明
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
由
学
園
の
教
育
が

古
屋
氏
に
与
え
た
大
き
な
贈
り
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
年
齢
的
に
も
、
環
境

的
に
も
、
最
も
洗
脳
を
受
け
や
す
い
時
期
に
、
複
数
の
異
な
る
情
報
を
通
し

て
事
実
を
解
釈
す
る
と
い
う
経
験
を
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
情
報

を
紹
介
し
た
人
物
が
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
戦
後
に
マ
ル
ク

ス
主
義
の
影
響
を
受
け
て
『
キ
リ
ス
ト
教
脱
出
記
』
を
書
く
牧
師
が
現
れ
た

こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
古
屋
氏
は
な
か
な
か
微
妙
な
立
場
に
置
か
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
理
論
的
に
は
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
魅
入
ら
れ
て
、
キ
リ
ス

ト
教
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
古
屋
氏
が
「
皇
国
少
年
」
や
「
軍
国
少
年
」
に
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
は
、
い
わ
ば
右
翼
の
熱
狂
主
義
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
し
か
し
こ
の
経
験
は
そ
れ
だ
け
で
古
屋
氏
を
も
う
一
つ
の
熱
狂

主
義
か
ら
解
放
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。こ
の
も
う
一
つ
の
熱
狂
主
義
と
は
、

い
わ
ば
左
翼
の
熱
狂
主
義
、
あ
る
い
は
理
性
的
熱
狂
主
義
で
あ
る
。
彼
が
そ

の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
し
た
の
は
、
大
学
紛
争
お
よ
び
教
団
紛
争
と
呼
ば
れ
る

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
で
あ
っ
た
。

最
後
に
残
る
問
題
は
、
当
時
の
中
国
が
半
植
民
地
状
態
に
あ
り
、
多
く
の

中
国
人
が
貧
し
く
苦
し
ん
で
い
た
こ
と
、
そ
し
て
父
・
孫
次
郎
は
牧
師
と
し

て
、
そ
の
貧
困
か
ら
生
ず
る
様
々
な
問
題
の
解
決
に
日
夜
労
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
地
人
の
苦
し
み
は
ほ
と
ん
ど
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
な
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か
で
、
日
本
は
敗
戦
を
迎
え
た
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教

会
は
、
戦
争
に
協
力
し
た
事
実
を
認
め
、
ア
ジ
ア
の
諸
国
と
日
本
人
に
謝
罪

す
る
ま
で
、
実
に
長
い
と
き
を
要
し
た
。

古
屋
氏
も
、
こ
の
問
題
に
目
覚
め
て
い
た
か
ら
こ
そ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
宣

教
師
と
し
て
働
く
こ
と
を
決
心
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
日
本
キ
リ
ス

ト
教
史
の
根
本
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
日
本
伝
道
の
大
き
な
障
害

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
、
そ
し
て
発
表
し
始
め
た
時
期
は
、
決
し
て
早

く
な
い
。
し
か
し
そ
の
歴
史
的
検
証
を
徹
底
す
る
な
か
で
、
古
屋
氏
は
、
平

和
問
題
な
ど
と
の
関
連
で
日
本
の
教
会
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
明
示
し
て

い
る
。
そ
の
研
究
姿
勢
と
そ
の
成
果
は
、
こ
れ
か
ら
日
本
の
近
・
現
代
キ
リ

ス
ト
教
史
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
極
め
て
刺
激
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
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2018年度

 
研 究 業 績 報 告

（50音順）

阿久戸　義　愛
共著
「バルトにおける近代主義批判と新しい福音理解」『福音とは何か─聖書の福音から福音主義へ─』
教文館，2018年 9月，254-279頁。

エッセー
「なぜ，今，バルトを読むのか」新教出版社『福音と世界』2018年 12月号（特集「カール・バル
トと現代─没後 50年に寄せて」），18-23頁，2018年 12月。

学会発表
「バルトの近代主義批判」キェルケゴール協会　第 19回学術大会シンポジウム提題（於 : 東洋大学），

2018年 7月 1日。

川　島　堅　二
論文
「近現代の福音─シュライアマハー『宗教論』が問いかけるもの」: 佐藤司郎・吉田新編『福音と
は何か─聖書の福音から福音主義へ』教文館　2018年　232-253頁

エッセー
「オウム事件　死刑執行ではなく再発防止のために」（『キリスト新聞』〈宗教リテラシー向上委員会〉

2018年 4月 11日）
「10年経てもなお消えぬ「摂理」への懸念」（『キリスト新聞』〈宗教リテラシー向上委員会〉2018

年 5月 21日）
「カルト被害の現実に直接向き合って」（『キリスト新聞』〈宗教リテラシー向上委員会〉2018年 7

月 1日）
「広瀬元死刑囚の手記が語り続けるもの」（『キリスト新聞』〈宗教リテラシー向上委員会〉2018年

8月 1日）
「奴隷制の歴史から「人間の尊厳」に向き合う」（『キリスト新聞』〈宗教リテラシー向上委員会〉

2018年 10月 1日）
「性的「指向」は「矯正の対象」か ?」（『キリスト新聞』〈宗教リテラシー向上委員会〉2018年 11

月 11日）
「多様なセクシャリティーの気づきへ」（『キリスト新聞』〈宗教リテラシー向上委員会〉2019年 1

月 21日）
講演
「出口王仁三郎『霊界物語』とキリスト教」（東北学院大学文学部総合人文学科公開講座，2018年

7月 21日）
「いわゆる霊的体験の落とし穴」（東北学院大学文学部総合人文学科主催教職研修セミナー，2018

年 9月 3日）
その他（新聞等コメント）
「危険な集団の特徴手記に」（『東奥日報』2018年 7月 31日）
「獄中で再発防止願う」（『宮崎日日新聞』2018年 7月 31日）
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「再発防止の一助に」（『岐阜新聞』2018年 7月 31日）
「危険な教えすぐそこに」（『四國新聞』2018年 7月 31日）
「危険な教え，今もすぐそこに」（『山口新聞』2018年 8月 1日）
「平成 30年史〈中〉第 12部オウム真理教事件」（『産経新聞』2018年 12月 25日）

北　　　　　博
論文
「旧約聖書における罪と赦し─預言者の視点から」（『福音宣教』2018年 8・9月号，オリエンス宗
教研究所）

書評
堀川敏寛著『聖書翻訳者ブーバー』（新教出版）の紹介と批評（『図書新聞　第 3361号』，2018年

7月 28日）
シンポジウムのコメンテーター

Stephen Kepnes, “Postmodern Biblical Hermeneutics”への講演コメント（ケプネス来日記念シンポ
ジウム，京都大学，2018年 4月 21日）

エッセー
DVD『手塚治虫の旧約聖書物語』公式スペシャルガイドブック所収，「リアル旧約聖書×手塚聖書」
「リアル新約聖書×手塚聖書」（全 26話），「特別寄稿　解説コラム「リアル旧約聖書×手塚聖書」
の執筆を終えて」（教文館，2018年 10月 30日）
特別企画　巨匠が手がけた最後の大作 !手塚治虫の旧約聖書物語，「コラムを執筆して　本作品と
の出会い」（『本のひろば』2019年 3月号）

木　村　純　二
論文
「日本におけるキリスト教土着化の課題」，東北学院大学学術研究会『人文学と神学』第 15号，

1-11頁，2018年 11月
「歌語としての「みたま」（一）」，『東北学院大学宗教音楽研究所紀要』第 23号，2019年 3月
学会発表
「物語は何を表現し得るか ?─その起源から変質まで─」，日本倫理学会第 69回大会（於 : 玉川大学）
主題別討議「物語という方法」，2018年 10月 6日

講演
「日本におけるキリスト教土着化の課題」，東北学院大学文学部総合人文学科公開講座「キリスト
教と日本の宗教思想」（於 : 東北学院大学土樋キャンパス），2018年 7月 21日

鐸　木　道　剛
論文
「8世紀イコン論における〈もの（res）〉と〈しるし（signum）〉」『カルヴァン研究』第 1号，日本
カルヴァン研究会，2018年 6月 1日，85-96頁

「イコンの無名性をめぐって」『中世美術の諸相』（ヨーロッパ中世美術論集 5）竹林舎，2018年 7

月 1日，202-216頁
「ジョン・ラファージ : 天と地をつなぐ」『キリスト教文化研究所紀要』第 36号，2018年 6月，

41-56頁
Икона «Воскресение Христово» К. Штейбена в Японии и несколько замечаний о Русских иконах в 

Японии, в Кафедра Исаакиевского Сабора, Сборник научных статей, 2018, стр. 107-119.

「〈福音〉の帰結としての〈芸術〉」『福音とは何か : 聖書の福音から福音主義へ』教文館，2018年
9月 10日，427-452頁

「近代イコンと芸術」『2018年冬季セミナー : イコン─神の国を顕す』西日本主教区，2019年 2月，
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1-15頁
研究ノート
「セルビアの中世ビザンティン壁画─パリサイ人と徴税人の譬話の絵画化」『プリヤテリ』（日本セ
ルビア協会会報）第 52号，2018年 7月，2-4頁

学会発表
Vassa Kontouma（EPHE-PSL/IFEB）講演「ダマスコのヨハネの時代における宗教的相生のあり方 : 

内包と排除（Inclusion, exclusion, and ways of religious coexistence in the era of John of Damascus）」 
に対する特定質問（For the Lecture by Vassa Kontouma “Con-Viviality in Matter）（2018年 10月
27日，於 : 東京大学駒場キャンパス 18号館 4階コラボレーションルーム 1）

講演
「東方正教会の霊性」第 12回教職（牧師・聖書科教師）研修セミナー「キリスト教とマインドフ
ルネス・霊性」（2018年 9月 3日，於 : 東北学院大学　土樋キャンパス 8号館 3階，第 3・4会
議室）

「ステンドグラスの修復 : その beforeと after」第 19回東北学院ホームカミングデー「きれいになっ
たステンドグラスを見よう」記念講話（2018年 10月 13日，於 : 東北学院大学ラーハウザー記
念東北学院礼拝堂）

「山下りんが日本の人たちに伝えた福音」キリスト教文化セミナー 2018，キリスト教と美術講演会
（2018年 10月 24日，於 : 日本キリスト教団，東北教区センターエマオ）
「アイドル（偶像）からイコン（聖像）へ : 芸術と科学と現実生活を支える受肉」東京大学学生基
督教青年会関西 OB会（2018年 11月 10日，於 : 神戸 YMCA三宮会館 2階 208）

「神が見えるという逆説」東北学院大学キリスト教文化研究所研究フォーラム 2018「ロマネスクか
らゴシックへ : 見えない神から見える神へ」（2018年 11月 24日，於 : 東北学院大学押川記念ホー
ル）

「模写と無名性 : 天と地をつなぐ」西南学院大学博物館企画展関連公開シンポジウム「東方キリス
ト教との出会い」（2019年 2月 2日，於 : 西南学院大学博物館 2階講堂）

「ステンドグラス : 地上の天国」東北学院大学私立大学研究ブランディング事業シンポジウム「ジョ
ン・ラファージの中世主義 : ジャポニスムとステンドグラス復興」趣旨説明（2019年 2月 23日，
於 : 東北学院大学ホーイ記念館ホール）

出　村　みや子
論文
「オリゲネスのパウロ解釈とルターへの影響」，『福音とは何か─聖書の福音から福音主義へ─』教
文館，2018年，115-145頁

学会発表
Exegetical Tradition of the Sarah-Hagar Motif in Alexandria （Kolloqium “Die Bibel und die Frauen”, in 

Universität Wien, 20 Februar 2019）
シンポジウム報告
提題「アウグスティヌスの原罪論におけるオリゲネスの聖書解釈の影響」，中世哲学学会編『中世
思想研究』第 60号，2018年，98-106頁

野　村　　　信
共著
『新キリスト教組織神学事典 』東京神学大学神学会編　教文館　2018年 3月 23日　「永遠の命」，「体
の甦り」の項目担当。

『カルヴァン研究』創刊号　特集「ものとしるし」　編集・執筆，日本カルヴァン研究会発行（ヨ
ベル社，2018年 7月）「カルヴァンにおける『もの』と『しるし』聖書解釈における視座」97-

112頁。
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『福音とは何か─聖書の福音から福音主義へ』（佐藤司郎，吉田新編）教文館，2018年 9月，第 II部，
第 2章「カルヴァンの福音理解」（174-200頁担当）。

学会・講演会発表
“Biblical Interpretation : res et signum─ Augustine, Erasmus and Calvin,” presented in the 11th Inter-

national Congress on Calvin Research in Westminster Theological Seminary in Philadelphia, USA, Au-

gust 27, 2018.

「M・Luther 以後の J ・Calvin の宗教改革の特色」講演 1「神学的展開─聖書と教理」講演 2「教会
的実践─教会と聖餐」　連合長老会全国教師会，大阪ガーデンパレス，2018年 12日，13日

原　田　浩　司
共著
『福音とは何か─聖書の福音から福音主義へ』（佐藤司郎 /吉田新編），教文館，2018年 9月，

ISBN : 9784764261372（第 II部　第 3章「スコットランドにおける「福音主義」の展開」，199-

229頁を執筆）。
論文
「連合長老教会の『アイデンティティ』とウェストミンスター」，『季刊教会』No. 112，日本基督教
団改革長老教会協議会神学研究所，2018年 9月，32-44頁。

翻訳（共訳）
デヴィッド・ディクソン著，『長老─そのつとめと実践』（共訳者 : 石田静江），一麦出版社，2018

年 9月，ISBN : 9784863251168，総 150頁。
エッセー
「キリスト教大学と教会の課題」，『日本基督教団改革長老教会協議会ニュース』第 79号，日本基
督教団改革長老教会協議会，2018年 7月，4頁。

藤　原　佐和子
論文
「ラテンアメリカのエコフェミニスト神学とイヴォネ・ゲバラ─ Longing for Running Water（1991年）
を中心に─」『基督教研究』，基督教研究会（同志社大学），第 80巻第 1号，2018年，39-58頁。

「『福音主義』とエキュメニカル運動における教育的実践─エキュメニカル・フォーメーションと
は何か─」佐藤司郎編『福音とは何か─聖書の福音から福音主義へ─』教文館，2018年，280-

309頁。
「アジアの文化的コンテキストにおけるエコフェミニスト神学─ In God’s Image（1991年～2006年）
の事例から─」『人文学と神学』（東北学院大学）第 15号，2018年，13-34頁。

雑誌論考
「WCC世界宣教伝道会議をタンザニアで開催─「女性のエンパワーメント」の招きをどのように受
け止めるのか─」『キリスト教文化』2018年春号，かんよう出版，157-158頁。

「若い人々に仕えることへの招き─アジア・エキュメニカル青年総会（CCA）於北スラウェシ州マ
ナド（インドネシア）─」『福音と世界』2018年 9月，新教出版社，36-37頁。

「『真に包括的な教会』のために共に歩く─ 2018年アンプリファイ参加報告（於台湾）─」『福音と
世界』2019年 2月，新教出版社，38-39頁。

発表・講演
“Changing Family Value and Culture in Japan : Problems Face by the Youth Today,” Asian Ecumenical 

Youth Assembly, Christian Conference of Asia, Grand Kawanua International Convention Center, Indo-

nesia, April 10, 2018.

“Sexuality in an Ecumenical World,” Asia Regional Consultation on Human Sexuality and Reproductive 

Health, Christian Conference of Asia, Action Together in Combating HIV and AIDS in Asia, Chiang Mai, 

Thailand, August 17, 2018.
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「アジアにおけるエキュメニカル運動の現在─アジア祈祷日（Asia Sunday）を記念して─」アジア・
エキュメニカル週間，於日本基督教団西仙台教会，2018年 5月 13日。

「現代のキリスト教とジェンダー /セクシュアリティ─ #MeToo以後を考える─」東北学院大学第
44回サマーカレッジ「キリスト教と現代─もっと身近なキリスト教─」，於アクティブリゾート
宮城蔵王，2018年 8月 4日。

「『アジアの女性たちの神学』におけるエコフェミニスト神学の萌芽─ In God’s Image誌の事例から
─」『日本基督教学会』第 65回大会，於南山大学，2018年 9月 11日。

「若手研究者イニシアティブ委員会企画『キリスト教研究者に必要なスキルを考える』─海外フィー
ルドワーク─」『日本基督教学会』第 65回大会，於南山大学，2018年 9月 11日。

「旅路を共にする─エキュメニカル運動の歩き方─」日本基督教団，第 17回教区教師継続教育講座，
於奥羽キリスト教センター，2018年 11月 9日。

「『神の家族』のメンバーは誰 ?─女性神学者の視点から─」日本基督教団，岩手地区教育集会，於
日本基督教団新生釜石教会，2018年 11月 10日。

吉　田　　　新
著作
「死者への福音 ?　第一ペトロ書における〈福音〉理解」，佐藤司郎 /吉田新編『福音とは何か　聖
書の福音から福音主義へ』，教文館，2018年，93-114頁

論文
「長老たちへの勧告─ Iペトロ書 5章 1-5a節に関する考察─」，「東北学院大学キリスト教文化研究
所紀要」36号，2018年 6月，21-39頁

「文語訳改訳，共同訳聖書翻訳資料について」，「New聖書翻訳 No. 4 （2018.8）」，日本聖書協会，
69-85頁

報告・研究ノート
「聖書翻訳 未来への遺産」，『聖書事業懇談会講演録 2』，日本聖書協会，2018年 8月，29-46頁
「罪の告白と回心の意義 洗礼者ヨハネとイエスの使信」，『福音宣教』3月号，2018年 2月，オリ
エンス宗教研究所，30-36頁

「聖書における死と死後の世界」，『説教黙想アレテイア 特別増刊号 死に勝つ慰め 葬儀説教をい
かに語るか』，日本キリスト教団出版局，2018年 2月，10-13頁

発表
「聖書協会共同訳への道─日本聖書協会所蔵 聖書翻訳資料を手がかりに─」日本基督教学会東北支
部　2018年 6月 16日

Die Problematik bei der Bibelübersetzung ins Japanische.　Untersuchung zu historischen Dokumenten 

der Japanischen Bibelgesellschaft, Deutschsprachiger Japanologentag, 30.8.2018.

「模範としてのキリストの苦難―Iペトロ書における苦難の意義―」，東北学院大学研究ブランディ
ング事業シンポジウム「苦難と救済─パウロにおける苦しみの意義─」2018年 10月 12日



執 筆 者 紹 介（執筆順）

川　　島　　堅　　二（本学文学部教授）

佐 々 木　　勝　　彦（本学名誉教授）
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創刊号

創刊の辞  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  原　口　尚　彰

［ 論 文 ］
神学者バルトから見たニーチェ
　　── 理性と信仰のかかわりをめぐって ──  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐　藤　司　郎
Church-State Relations in Nineteenth Century America : A Study- in the Polit-

ical Thought of Charles Hodge  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ David Murchie

教科教育研究 （宗教） おける「人物史」の展開の可能性 （I）
　　「ガンディーの思想の背後にあるもの」（I）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐々木　勝　彦
トーマス・F・トーランスにおける説教  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  原　田　浩　司
東日本大震災と社会意識の変容 : 人間学的考察  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  原　口　尚　彰
存在の深みへ ─ テキストと原テキスト
　　── 対象の深奥に迫る取り組み ──  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  野　村　　　信

［ 翻 訳 ］
『組織神学を学ぶ人びとのために ── 組織神学の主要著作』（IV）
　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  クリスティアン・ポルケ，マルテ・D・クリューガー

（佐々木勝彦訳）

第 2号

［ 論 文 ］
テラフィムの実相  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐々木　哲　夫
異教世界の中での共同体形成 : 初期キリスト教のディアスポラ状況
　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  原　口　尚　彰
マルティン・ブーバーの聖書解釈方法
　　── その所謂＜傾向史的＞分析の意味をめぐって ──  ‥‥‥‥‥‥‥‥  北　　　　　博
カルヴァンにおける信仰と理性
　　── 神学構造に関する一考察 ──  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  村　上　み　か
カール・バルトのエキュメニカルな神学への道（1）
　　── エキュメニカル運動との関わりの中で ──  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐　藤　司　郎
教科教育研究 （宗教） おける「人物史」の展開の可能性 （I）
　　「ガンディーの思想の背後にあるもの」 （II）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐々木　勝　彦

［ 大会報告 ］
Report on the 125th Annual Meeting of the American Historical Association 

（January 6-9, 2011）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  David Murchie

i



［ 教職研修セミナー報告 ］
キリスト教学 Iおよび IIのカリキュラムのねらいと実践  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥  出　村　みや子
キリスト教教育と人物史  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐々木　勝　彦
聖書は，おもしろい
　　── 聖書のおもしろさを伝える努力 ･工夫 ･仕掛け ──  ‥‥‥‥‥‥‥  酒　井　　　薫

第 3号

［ 論 文 ］
カール・バルトのエキュメニカルな神学への道（2）
　　── 世界教会運動との関わりの中で ──  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐　藤　司　郎
ロバート・ブルースにおける聖餐（1）
　　── 『主の晩餐の秘義』をめぐって : 総論 ──  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  原　田　浩　司
3・11後の世界に生きる : 被災地にあるキリスト教大学の課題  ‥‥‥‥‥‥‥  原　口　尚　彰

［ 大会報告 ］
Report on the 126th Annual Meeting of the American Historical Association 

（AHA） （Chicago, Illinois, January 5-8, 2012） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  David Murchie

［ 翻 訳 ］
『組織神学を学ぶ人びとのために ── 組織神学の主要著作』（V）
　　‥‥‥‥‥‥  レベッカ・A・クライン，クリスティアン・ポルケ，マルティン・ヴェンテ編

（佐々木勝彦訳）

第 4号

［ 論 文 ］
「真のキリスト者となる」道を求めて
　　── 小川圭治の神学的足跡を辿る ──  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐　藤　司　郎
主体性と言語
　　──失われし≪情況≫を求めて ──   ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  北　　　　　博
生命倫理の視点から見た臓器移植法改正問題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  原　口　尚　彰

［ 書 評 ］
The Moral and Pragmatic Bankruptcy of Torture : A Review Essay on The Eth-

ics of Torture, by J. Jeremy Wisnewski and R. D. Emerick  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥  David Murchie

［教職研修セミナー報告 ］
豊かなメッセージ―カルヴァンの旧約聖書説教  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  野　村　　　信
旧約聖書からの説教 : 実践的課題  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐々木　哲　夫
旧約での説教の可能性  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  飯　田　敏　勝

ii



第 5号

［ 論 文 ］
 ディアスポラ書簡としてのローマ書  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  原　口　尚　彰

［ 大会報告 ］
Report on the 127th Annual Meeting of the American Historical Association 

（AHA） （New Orleans, Louisiana, January 3-6, 2013） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥David Murchie

［ 書 評 ］
宣教の神学としてのバルト神学 : The Witness of God, The Trinity, Missio Dei, 

Karl Barth, and the Nature of Christian Community, by John G. Flett, 2010

　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐　藤　司　郎

［ 翻 訳 ］
 エーバハルト・ユンゲル「神の人間性について」（1） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  （佐々木勝彦訳）

第 6号

［ 報 告 ］
第 7回教職研修セミナー

新約聖書の死生観  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  原　口　尚　彰
キリスト教学校における生徒たちへの「デス・エデュケーション」の可能性
　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  原　田　浩　司
死と葬儀をめぐる牧会  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  保　科　　　隆

［ 書 評 ］
世のための教会論の現代的意味を問う : Annelore Siller, Kirche für die Welt, 

Karl Barths Lehre vom prophetischen Amt Jesu Christi, TVZ, 2009  ‥‥‥‥  佐　藤　司　郎

［ 翻 訳 ］
エーバハルト・ユンゲル「神の人間性について」（2）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  （佐々木勝彦訳）

第 7号

［ 論 文 ］
旅する神の民  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐　藤　司　郎
ローマ書の統一性についての文献学的考察  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  原　口　尚　彰
核兵器─偽りの希望と真実の黙示録 :『核の異端に直面─変革の要求』
　　（C. チャップマン）に関する神学的・倫理的考察  ‥‥‥‥‥‥‥‥  マーチー・デイビッド

［ 研究ノート ］
「教科教育」研究ノート
　　ゆるしとは何か  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐々木　勝　彦

iii



［ 翻 訳 ］
アガペーとは何か（4）─（7）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  （佐々木勝彦訳）

第 8号
［ 論 文 ］

メノ・シモンズにおける「国家と教会」─宗教改革期における政教分離
思想の萌芽─  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  村　上　み　か

パウロにおけるイエス・キリストのピスティスの意義 : ロマ 3 : 22, 26 ; 

ガラ 2 : 16 ; 3 : 22 ; フィリ 3 : 9の釈義的考察  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  原　口　尚　彰
罪責告白と教会──関東教区・改訂版『罪責を告白する教会』刊行を受け
て──  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐　藤　司　郎

［ 報 告 ］
第 8回教職研修セミナー

柏井園と平家物語  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  今　高　義　也

［ 研究ノート ］
「教科教育」研究ノート
　　「いじめ問題」の諸相  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐々木　勝　彦

2014年度（第 1回生）卒業論文一覧

第 9号
［ 論 文 ］

『ペトロの第一の手紙』研究（1）
　　─ 構造と内容，成立状況について ─  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  吉　田　　　新
世俗世界での「社会的アガペー（愛）」 ─ アメリカの資本主義への倫理的
批判 ─  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  マーチー・デイビッド

［ 研究ノート ］
「教科教育」研究ノート
　　メルヒェンと宗教教育（1）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐々木　勝　彦

［ 翻 訳 ］
パネンベルク『組織神学』（I─ 1）   （佐々木勝彦訳）

第 10号（佐々木勝彦教授、マーチー　デイビッド 教授 退任記念号）
感謝の辞  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  出　村　みや子
佐々木 勝彦 教授 略歴・主要業績
感謝の辞  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  出　村　みや子
マーチー　デイビッド 教授 略歴・主要業績 
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［ 論 文 ］
古代教会における説教
　　─ オリゲネスとアウグスティヌスを手掛かりに ─  ‥‥‥‥‥‥‥‥  出　村　みや子
カール・バルトのエキュメニカルな神学への道（3）
　　─ 世界教会運動との関わりの中で ─  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐　藤　司　郎

［ 研究ノート ］
第 9回教育研修セミナー

教会を造り上げる
　　─ Iコリント書 14章を読む ─  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 吉　田　　　新

［ 書 評 ］
A Book Review of Death of the Liberal Class by Chris Hedges ‥‥‥‥‥‥ マーチー　デイビッド

［ 翻 訳 ］
エーバハルト・ユンゲル『キリスト教信仰の中心としての、神なき者の義
認の福音 ─ エキュメニズムを目指す神学的研究  ─』（1） 

　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  （佐々木 勝彦 訳）

2015年度（第 2回生）卒業論文一覧

第 11号
［ 論 文 ］

タイ・キリスト教団における神学的訓練を受けている女性たちのグループ
　　─ 「サトリー・サパー」（The Christian Women）の事例 ─
　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  藤　原　佐和子…  1
私訳と訳注　エゼキエル書（1）1-11章  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  北　　　　　博… 13

『ペトロの第一の手紙』研究（2）
　　─ 王への服従：Iペトロ書 2章 13-17節について ─  ‥‥‥‥  吉　田　　　新… 39

カール・バルトのエキュメニカルな神学への道（4）
　　─ 世界教会運動との関わりの中で ─  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  佐　藤　司　郎… 61
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